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は  じ  め  に
　

　秋田高専は、今年度（平成 29 年４月に）開校 53 年を迎えております。そして、
今年度は、かねて準備をしてまいりました本科の学科改組が文科省に認められ、融
合複合分野の基礎知識に加えて、得意とする特定工学分野での高度な専門知識・技
術を身に付けた創造性豊かな技術者を育成する新カリキュラムを備えた一学科八
コースの創造システム工学科への変革が行われた年でもあります。
　秋田高専では、これまでも外部有識者の皆様によって構成される参与会を設置し、
毎年２回の会議を開催して学校の運営全般に対してご意見を頂戴してまいりました
が、開催回数が多いこともあって、とかく会議そのものが形骸化していた感がぬぐ
えませんでした。
　そこで、平成 28 年度からは、参与会を拡大発展させた２年任期の運営協議会を
設置して、秋田高専の教育・研究・社会貢献活動全般について、しっかりとした審
議を行って頂くことと致しました。そして、趣旨に沿った審議が叶うような運営協
議会規程の策定、協議会委員の人選・委嘱を行ってまいりましたが、平成 29 年 12
月 11 日（月）に、今回の運営協議会２年任期の締めくくりとして頂くべく、運営
協議会全体会議をホテルメトロポリタン秋田にて開催させて頂きました。会議では、
秋田高専のここ数年来の活動状況を高専幹部教職員によって説明させて頂き、それ
を受けた形での運営協議会委員の皆様による質疑・提言を含めた審議を行って頂き
ました。
　本報告書は、運営協議会全体会議の詳細議事の記録に加えて、運営協議会の設置
に関わる規則ならびに協議会委員構成を示したものであります。この報告書が、今
後の秋田高専の運営改善に反映されることは論を待ちませんが、秋田高専に関心を
持つ諸兄に対しても、秋田高専に対する深い理解に役立つものであることを期待致
します。
　最後になりますが、運営協議会委員として審議にご参画頂きました皆様には深く
感謝申し上げたいと存じます。

　平成 30 年３月　

秋田工業高等専門学校長　米　本　年　邦
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秋田工業高等専門学校運営協議会委員名簿
　

秋田県産業技術センター所長	 赤　上　陽　一

秋田工業高等専門学校同窓会	 石　井　昭　浩

秋田工業高等専門学校後援会会長	 伊　藤　清　孝

長岡技術科学大学副学長（IR，広報，評価担当）	 大　石　　　潔

秋田魁新報社常務取締役	 佐　川　博　之

秋田県中学校長会会長	 佐　藤　　　淳

秋田工業高等専門学校産学協力会会長	 菅　原　雅　史

秋田市議会議員	 成　沢　淳　子

秋田大学大学院理工学研究科長	 村　岡　幹　夫

	 （敬称省略）
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学校側出席者名簿

米　本　年　邦

野　坂　　　肇

安　東　　　至

宮　脇　和　人

佐　藤　恒　之

石　塚　政　吾

桜　田　良　治

藤　原　　　昇

高　橋　紀　夫

校　長	

副校長（総務担当）	

副校長（教育担当）・教務主事	

副校長（研究担当）・地域共同テクノセンター長	

校長補佐・学生主事	

校長補佐・寮務主事	

校長補佐・専攻科長	

事務部長	

総務課長

学生課長	 齋　藤　嘉　光

【陪席】

企画室長	 工　藤　奈緒美

企画室企画係員	 須　田　康　平
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秋田工業高等専門学校運営協議会規則
　（設置）
第１条　秋田工業高等専門学校（以下「本校」という。）に外部有識者による運営協議会を置く。
　（目的）
第	２条　運営協議会は，本校の教育研究活動等の状況について助言及び評価等を行い，本校で
の自己点検・評価に関する活動を支援することを目的とする。
　（任務）
第	３条　運営協議会は，次の各号に掲げる事項について，校長の諮問に応じて審議し，校長に
対して提言及び助言を行う。
　（1）本校の教育研究活動等の状況について本校が行う自己点検・評価に関する重要事項
　（2）その他本校の運営に関する重要事項
　（組織）
第４条　運営協議会は，次の各号に掲げる者のうちから，校長が委嘱した委員をもって組織する。
　（1）本校の所在する地域の関係者
　（2）大学その他の教育研究機関の教職員
　（3）その他高等専門学校に関し広くかつ高い見識を有する者
　（任期）
第５条　委員の任期は２年とし，再任を妨げない。
２　前項の委員に欠員が生じた場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。
　（会長）
第６条　運営協議会に，会長を置き，校長が指名する。
２　会長に事故等がある場合は，校長が指名する委員がその職務を代行する。
　（運営）
第７条　運営協議会の会議は，校長が招集し，会長がその議長となる。
　（庶務）
第８条　運営協議会の庶務は，企画室において処理する。
　（雑則）
第	９条　この規則に定めるもののほか，運営協議会の運営に関し必要な事項は，校長が別に定
める。

　　　附　則
　この規則は，平成 29 年４月１日から施行する。
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秋田工業高等専門学校運営協議会日程
　

１．日　　時	 平成 29 年 12 月 11 日（月）14：30 ～ 19：00

２．会　　場	 ホテルメトロポリタン秋田　

３．次　　第	 （１）	 開　　会

	 （２）	 校長挨拶

	 （３）	 運営協議会委員紹介

	 （４）	 学校側出席者紹介

	 （５）	 日程及び配付資料説明

	 （６）	 会長（議長）選出

	 （７）	 会長（議長）挨拶

	 （８）	 議　　事

	 	 ○秋田高専平成 29 年度の活動について

	 	 Ⅰ　総務に関する事項　　　　　　　副校長（総務担当）

	 	 Ⅱ　教育に関する事項（本科）　　　		副校長（教育担当）

	 	 Ⅲ　専攻科に関する事項　　　　　　校長補佐・専攻科長　　　　	

	 	 　　　　≪意見交換・質疑応答≫				　　　　　　　　　　　　　　	

	 	 　　休　　憩																																									

	 	 Ⅳ　学生指導に関する事項　　　　　校長補佐・学生主事									

	 	 Ⅴ　寮の運営に関する事項　　　　　校長補佐・寮務主事　　　	　

	 	 Ⅵ　研究・社会連携に関する事項　　副校長（研究担当）		

	 	 　　　　≪意見交換・質疑応答≫																													

	 （９）	 議長まとめ

	 （10）	 校長御礼

	 （11）	 懇 談 会

	 （12）	 閉　　会
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配付資料一覧

　１．秋田工業校専門学校運営協議会構成一覧

　２．秋田工業高等専門学校運営協議会規則

　３．秋田工業高等専門学校運営協議会席次

　４．議事説明資料

　　　４−１　総務に関する事項

　　　４−２　教育に関する事項

　　　４−３　専攻科に関する事項

　　　４−４　学生指導に関する事項

　　　４−５　寮の運営に関する事項

　　　４−６　研究・社会連携に関する事項

　５．Campus	Guide	2017

　６．秋田工業高等専門学校地域共同テクノセンター報／技術・研究シーズ集 2017
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運 営 協 議 会 場 景

米本校長挨拶

学校側説明①

大石議長挨拶

学校側説明②
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意見交換・質疑応答の様子
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運営協議会議事録
　

（１）開　　会
工藤企画室長：それでは時間前ではございますが，皆様お揃いですので，秋田工業高等専門学
校運営協議会を開催いたします。
　私は本協議会の議長選出までの間，進行を務めさせていただきます企画室長の工藤と申しま
す。どうぞ宜しくお願いいたします。
　委員の方々におかれましては，年末のお忙しい中，ご出席いただきまして誠にありがとうご
ざいます。本日は長時間となりますが，どうぞ宜しくお願い申し上げます。
　はじめに，本校校長米本よりご挨拶を申し上げます。

（２）校長挨拶
米本校長：秋田高専校長の米本でございます。着任してから２年と９か月目に入っております。
　実はこの運営協議会でございますけれども，新しく発足させていただいた会でございます。
従来，参与会というのがありまして，もう少し簡便な形と言っては変ですけれど，回数を多く
実施しておりました。それを他の高専に倣いまして，運営協議会という形にして，少し実施間
隔は広がりますが，委員の皆様から忌憚のないご意見をいただいて，それを次の年以降の高専
の運営に役立てさせていただこうという，そういう会の方針にさせていただいたという経緯が
ございます。
　今日は本校のそれぞれの担当の先生方から高専の状況を説明していただきます。それに関し
まして，皆様方から忌憚のないご意見をいただいて，来年以降の学校の運営改善に役立てさせ
て行きたいと思いますので，是非ともどうぞよろしくお願いいたします。

（３）運営協議会委員紹介
工藤企画室長：ありがとうございました。それでは本日ご出席いただいております委員の方々
をお手元の資料１をご覧いただきながら，ご紹介させていただきます。
　秋田県産業技術センター所長　赤上陽一様
　秋田工業高等専門学校同窓会　石井昭浩様
　秋田工業高等専門学校後援会会長　伊藤清孝様
　長岡技術科学大学副学長（ＩＲ，広報，評価担当）　大石潔様
　秋田魁新報社常務取締役　佐川博之様
　秋田県中学校長会会長　佐藤淳様
　秋田工業高等専門学校産学協力会会長　菅原雅史様
　秋田大学大学院理工学研究科長　村岡幹夫様
　なお，秋田市議会議員　成沢純子様は都合によりご欠席でございます。

（４）学校側出席者紹介
工藤企画室長：続きまして，本校の出席者をご紹介させていただきます。
　校長　米本年邦でございます。
　副校長（総務担当）　野坂肇でございます。
　副校長（教育担当）・教務主事　安東至でございます。
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　副校長（研究担当）・地域共同テクノセンター長　宮脇和人でございます。
　校長補佐・学生主事　佐藤恒之でございます。
　校長補佐・寮務主事　石塚政吾でございます。
　校長補佐・専攻科長　桜田良治でございます。
　事務部長　藤原昇でございます。
　総務課長　高橋紀夫でございます。
　学生課長　齋藤嘉光でございます。
　その他，企画室の事務担当者が陪席しております。

（５）日程及び配付資料確認
工藤企画室長：本日の日程を確認いたします。お手元の次第をご覧ください。この後，議長と
なります会長選出，会長挨拶の後，議事に入ります。
　議事の「秋田高専平成 29 年度の活動について」は，それぞれの事項をパワーポイントで説明
いたします。ⅠからⅢまでを続けて説明した後，意見交換・質疑応答の時間をまとめて取って
おります。その後，10 分ほどの休憩を挟みまして，16 時頃から議事の後半，ⅣからⅥを続け
て説明の後，意見交換・質疑応答の時間を取っております。それらが終わった後，議長まとめ，
校長御礼で 17：00 に一度会議を閉じさせていただきます。その後，17 時半頃から運営協議会
懇談会を開催いたします。
　非常にタイトな日程となっており，委員の皆様には大変申し訳ございませんが，どうぞよろ
しくお願いいたします。

　次に資料の確認をお願いいたします。配付資料一覧の記載順に確認させていただきます。
　まず，本日の次第でございます。１．構成一覧（名簿），２．本協議会の規則でございます。３．
本日の席次表となっております。４．議事説明資料としまして資料4-1から4-6までございます。
最後に冊子としまして５．Campus	Guide	2017と６．地域共同テクノセンター報／技術・研究シー
ズ集 2017 の２冊があります。不足等がありましたら，お申し出いただきますようお願いいたし
ます。
　なお，本日の会議につきましては，議事録作成のために録音，写真撮影をいたしております
ので，ご了承くださいますようにお願いいたします。また，ご発言の際にはマイクを使って発
言をお願いいたします。

（６）会長（議長）選出
工藤企画室長：本日の運営協議会の会長選出につきまして，本協議会規則第６条及び第７条に
基づきまして，本協議会の議長を校長により選ばせていただき，お願いすることとなっており
ます。
　米本校長から，会長には長岡技術科学大学副学長の大石委員を選ばせていただきたいと伺っ
ておりますので，よろしくお願いいたします。
　ここで，会長に委嘱されました大石委員より，一言ご挨拶をいただきたいと思います。

（７）会長（議長）挨拶
大石議長：大石と申します。このような運営協議会は初めてでございまして，議事運営頑張り
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ますので，皆様，ご協力の程よろしくお願いいたします。以上です。

工藤企画室長：ありがとうございました。
　なお，ここからは大石議長に議事進行をお願いいたします。

（８）議　　事
「秋田高専平成 29 年度の活動について」
大石議長：それでは座ったまま，失礼させていただきます。よろしくお願いいたします。ここ
から議事進行を務めさせていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。
　では，本日の議題は，「秋田高専平成 29 年度の活動について」となっております。議事次第
に順じまして，１番から３番までのご説明を続けて行いましてから意見交換・質疑応答を，そ
れらが終わった後にまとめてさせていただきたいと思います。
　最初に１番目「総務に関する事項」として，野坂副校長からご説明いただきます。それでは
よろしくお願いいたします。

Ⅰ　総務に関する事項（スライド№１～№ 11 で説明）
野坂副校長：先ほど紹介していただきましたが，総務担当の野坂と申します。私の方からは総
務に関する事項ということで，組織，施設の概要，予算の概要そして学校行事，それから私の
総務の担当となっております国際交流と地（知）の拠点大学による地方創生推進事業，略して
ＣＯＣ＋と呼んでおりますが，この６つについて説明させていただきます。
　最初に組織についてです。本日開かれております運営協議会でございます。そして学校の最
高の議決機関としては運営会議，ここで最終的に全てのことが審議，決定されます。そして副
校長としては３名おります。私，総務担当，教育担当，研究担当の３名でございます。そして
校長補佐としては，学生主事，寮務主事，専攻科長となっております。
　今年から創造システム工学科の１学科になりました。それぞれ機械系，電気・電子・情報系，
物質・生物系，土木・建築系の４つの専門の系と人文科学系と自然科学系の２系を合わせて６
系という組織になっております。それぞれに系長，一般教科長がおります。
　そして図書館長，情報処理センター長，技術教育支援センター長，学生相談室長，事務部長
と非常に簡単ではございますが，学校組織としてはこういう組織になっております。
　施設の概況ですが，まず敷地でございます。校舎としては 45,461㎡。寄宿舎というのは学生
の寮のことで 18,421㎡。運動場が 33,625㎡。職員宿舎がございまして，こちらが 3,757㎡。合
計約 10 万㎡となっております。
　建物は管理棟，講義室棟，科学技術教育棟。講義室と科学技術教育棟というのは主に１年生
から５年生までの教室です。
　そして専門の系棟は先ほど申し上げました機械系，電気・電子・情報系，物質・生物系，土木・
建築系，それから研究室，専攻科棟含めまして，9,267㎡でございます。
　それから図書館，情報処理センター，技術教育支援センター実習工場・別館，こちらが 2,748
㎡，寄宿舎が 5,613㎡でございます。
　それから体育館，課外活動施設，厚生会館が 5,221㎡でございます。職員宿舎は 849㎡となり，
合計約３万㎡で敷地，建物はこのような広さとなっております。
　予算の概要について，ご説明したいと思います。まず，昨年度（平成 28 年度）の収入，支出，
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決算額をここに示させていただきました。平成 28 年度は，ＰＣＢ廃棄物の処理というものがご
ざいましたが，これは特殊要因に基づくものですので，ここに資料としてあげさせていただき
ました収入決算，支出決算からは，その部分は除かせていただきました。
　そして収入の方ですが，分類しますと運営費交付金，自己収入，産学連携等研究収入，寄附
金収入，その他補助金，施設整備費補助金という項目になっておりますが，ここの自己収入と
産学連携等研究収入に関して少し詳しく書かせていただいたのがこちら（次のスライド）にな
ります。
　自己収入というのは，授業料収入，入学金収入，検定料収入，雑収入となっております。や
はり一番大きいのが授業料収入でございます。191,101 千円という額になっております。
　それから産学連携等研究収入でございます。内訳は受託研究収入，共同研究収入，受託事業
収入，間接経費収入です。いわゆる科学研究費の間接経費と呼ばれる部分です。この内訳はこ
のようになっております。
　前に戻りまして，収入の中ではここの自己収入という部分が 61％を占めております。217,616
千円と収入のほとんどを占めております。
　運営費交付金，自己収入，その他補助金，そして施設整備費補助金，これらの項目に関して
は機構管理となっております。本校の独自の収入部分としては，産学連携等研究収入，それか
ら寄附金収入になります。ほとんどが機構の管理になっております。
　支出の方ですが，教育研究経費が 204,572 千円でございます。こちらが比率としては 58.5％
を占めております。その他一般管理費が 23.8％，産学連携等研究経費，寄附金事業費，その他
補助金，施設整備費，このようになっております。その他補助金，それから施設整備費補助金
に関しては，収入と支出が同額となっております。
　決算額の合計ですが，収入と支出が完全には一致しておりません。これは産学連携等研究収
入と寄附金収入，ここの部分で繰越，あるいは積立というのが 600 万円から 700 万円程ござい
ますので，ここでは完全には収入の決算額と支出の決算額が一致はしておりません。
　こちらが予算です。平成 28 年度予算と平成 29 年度予算を比較させていただいております。
ほとんど自己収入は変わりません。授業料収入以下は，自己収入の内訳を示した部分です。
　運営費交付金としては，平成 28 年度予算が 5,306 千円に対して，平成 29 年度予算が 55,173
千円と５千万円近く増えたということになっております。
　しかし，先ほども少し申し上げましたが，今年から１学科になりました。学科再編が行われ
まして，学科等再編推進経費として 56,000 千円ほど本校に配分されておりますが，ここで増え
ているのは 50,000 千円です。実は 6,000 千円程減額になっているということです。これは運営
費交付金というのは，毎年少しずつ減額されております。
　次に年間行事についてご説明します。今年度は４月２日入学式，４月３日の始業式に始まり
まして，５月に前期中間到達度試験，６月２日からは，３年生以下は高校総体にも参加してお
ります。６月 17 日からは保護者面談期間ということで，担任と保護者が面談を行うという期間
を設けております。７月１日，２日には東北地区高専体育大会。24 日には前期末到達度試験が
行われています。８月３日からは学生は夏季休業に入っておりますが，５日にはオープンキャ
ンパス，これは中学生及び保護者，中学校の教員を対象としたもので，行わせていただきました。
詳しい内容はまた後で教育担当の方からお話がございます。そして８月 18 日から全国高専体育
大会。夏休み明けになります９月 20 日には特別講演会を開催しております。今年は高松高専の
卒業生で，現在北海道大学の教授をされております小笠原先生を講師としてお招きしてご講演
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をいただいております。９月 27 日，28 日はスポーツ大会，これが前期でございます。
　後期は 10 月から 12 月の頭までは色々な大会等が多くなっております。10 月１日には東北地
区高専ロボコン大会が行われました。その後，全国高専プロコン大会。それから東北地区高専
ラグビー大会，12 月にはデザコン大会。12 月３日には全国高専ロボコン大会。今年は秋田高専
も全国大会に出場しております。このような各種大会が行われております。
　10 月 28 日と 29 日には高専祭が行われております。２日目の 29 日に進学ガイダンスが行わ
れております。先ほどと同じように中学生対象です。こちらも後ほど教育担当の方から少し詳
しく説明いたします。
　11 月 15 日からは４年生が主に関東地方の工場見学に行っております。
　今週の土曜日になりますが，12 月 16 日は４年生の保護者進路相談会がございます。４年生
は来年５年生になりますと，すぐ就活等が始まります。それに先立ちまして，保護者進路相談
会を開催いたします。
　１月 11 日は３年学習到達度試験というのがございます。これは全国の高専が統一した問題で
行います。学習の到達度がどのくらいなのかということを判断する試験になっております。
　１月 20 日になりますと，いよいよ来年 30 年の推薦選抜入学試験がございます。２月 18 日に
は学力選抜入学試験が引き続いて行われる予定です。
　２月 13 日から後期末の到達度試験がございます。３月３日からは臨時休業，３月 20 日から
は学年末休業ということになっております。３月 17 日には卒業証書，修了証書授与式がござい
ます。
　大まかな行事だけですが，年間このような行事予定となっております。
　次に先ほど申し上げました，私の所掌となっております国際交流について，簡単にご説明い
たします。
　現在フランスのリール地域技術短期大学，フィンランドのトゥルク応用科学大学，それから
ベトナム中央地域工科経済水資源大学，これらと学術交流協定を結んでおりまして，こちらか
ら派遣もするし，向こうから受け入れもするという協定でございます。まだまだ人数は多くは
ないですが，こちらから派遣したり，受け入れたりと国際交流を進めております。
　最後にここにありますシンガポールポリテクニックというのは，学術交流協定ではなく，語
学研修という意味合いが強いものですので，こちらからは語学研修には出ていきますが，向こ
うからの受け入れは基本的にございません。平成 29 年度は１名の記載となっておりますが，こ
れは11月30日現在の数字ですので，来年の３月には今年度も語学研修に行く予定になっており，
現在計画を進めているところです。
　最後になりますが，地（知）の拠点大学による地方創生推進事業，ＣＯＣ＋と呼んでおりま
すこの事業についてご説明いたします。これは拠点大学というのは秋田大学になります。そこ
に秋田県立大学と秋田高専が参加大学という形で参加しております。
　ＣＯＣ＋は３つの柱で展開しております。第１の柱が「６大学連携による『秋田おらほ学』
の展開」。第２の柱は「３大学と地元企業群による就業支援・若者定着システムの形成」。第３
の柱は「ふるさと秋田の魅力形成モデルづくり」。こういう３つの柱がございます。
　その中で，本校はここの第２の柱，こちらの方を主に展開していくという計画になっており
ます。到達目標としては，地域教育プログラムというものを作成いたしまして，その認定制度
によって卒業生をなんとか地域定着，拡大していきたいというものです。それからＡターン採
用によって，即戦力となる人材を地域に定着させたいということです。
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　新卒者の県内就職率を2019年までに現状の10％増加させる。10％増と申しますのは，2015年，
16 年ぐらいですと全体の 10％少しで，そこに＋ 10％という意味ですので，就職希望者の 20％，
凡そですが，本校は 27 名，このくらいはなんとか県内就職に結び付けたいということで今活動
を行っているところです。
　先ほど申しました地域教育プログラムですが，こちらの進捗状況です。ＣＯＣ＋というのは
平成 27 年度のかなり遅い時期に認められたものです。そのため，ＣＯＣ＋授業としては平成
28 年度から開講しまして，平成 28 年度は４年生に地域史，それから地域産業Ⅰというものを
開講しました。
　研究会としては２回，東京と秋田で行っております。先ほど申し上げましたが，Ａターンに
繋がるよう研究会を行いました。秋田県内の企業の方から，県内企業の魅力を講演していただく，
そういう活動をしております。
　講演会でございます。これは校内で１年生から専攻科生までを対象として，平成 27 年度は１
回だけでしたが，平成 28 年度は８回，今年度は既に５回行っておりまして，今後３回程予定し
ております。
　研修会でございます。こちらは本校のシーズを県内企業の皆様に知っていただくという研修
会を行っております。これも平成 28 年度は２回，今年度は既に１回終わっておりますが，今後
２回程予定しております。
　先ほど申し上げました，新卒の県内就職率を 20％くらいまでもっていきたいという数値目標
ですが，平成 27 年度は 12.8％でした。平成 28 年度は 27 名，22.7％と目標を達成したのですが，
平成 29 年度は 10 月 31 日現在の数字でありますが少し苦戦しております。
　以上，簡単ですが，私の担当する総務に関する事項を説明させていただきました。

大石議長：野坂先生，ありがとうございました。続きまして，議事次第２番の「教育に関する
事項（本科）」を安東副校長・教務主事の方からご説明をお願いいたします。

Ⅱ　教育に関する事項（本科）（スライド№ 12 ～№ 43 で説明）
安東副校長：それでは，私，安東の方から教育に関する事項として，本科を中心に説明をさせ
ていただきたいと思います。
　最初に高専の位置付けについてでございます。本来であれば中学校を卒業しますと高校へ行
きまして，その後大学受験をして，大学に入学し，更に大学院に進学をしたり，あるいは短大
に進学をして就職という形が多いですけれども，高専の場合はご存じのように中学校を卒業し
高専に入りますと，高専は５年の課程でありますので，ちょうど短大と同じ年に卒業というこ
とになります。
　また，高専を卒業した後，大学に編入学する学生もおりますし，２年の課程の高専の専攻科，
こちらの方に進学して，就職あるいはその後大学院に進学という場合がございます。
　高専を卒業しますと，準学士の学位になりますし，高専の専攻科を卒業しますと大学４年生
と同じように学士という学位を授与され卒業するということでございます。
　なお，教育については１番から 12 番までございますので，この順番に沿って，説明をしてい
きたいと思います。
　まず始めに４月１日時点の学生の在籍状況についてご説明いたします。今年度の４月の時点
での状況でございます。
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　１年生は，この後お話しますけれども，改組をいたしましたので，学科は区別なく 168 名を
受け入れております。２年生以上になりましては，入学した時点で学科が分かれております。
648 名の学生の内女子学生は，２年生以上で 132 名，１年生は 40 名が入学しております。
　また，専攻科に関しましても，生産システム工学専攻と環境システム工学専攻を合わせて 40
名の学生の内２名が女子学生でございます。
　従って，１年生と 648 名を足し合わせまして，本科の学生だけですと，818 名，内女子学生
172 名が本科では在籍をしているということでございます。
　先ほどお話しました学科改組について，次に説明をしていきたいと思います。これまで本校
は昭和 39 年に設置され，その後環境都市工学科，昔の土木工学科が設置されて以降，４学科体
制で学校が運営されておりました。１年生に入学した時点で，自分のこれから先，将来学ぶべ
き学科が決まっていたという，そういう学科体制でございました。
　この４学科体制で，入学時に専門分野が決まっていた訳ですけれども，実は入学した後で，
各専門で何を学ぶのか，その違いが良く分からないという声もよく聞こえてまいりました。と
言いますのは，例えばロボットでありますと，機械と電気の分野を横断したような分野という
ようなことでございます。それに類することがいろいろありまして，実際自分がやりたいこと
は一体どの学科に入れば具体的にやっていけるのかということがよくわからないということを，
いろいろ質問を受けたりもしておりました。
　また，最近では入学した後，自分が進みたかったのは本当にこの学科だったのだろうかとい
うことで，場合によっては転科（学科を他の学科に移動していく）という学生もほんのわずか
ではありましたが，１～２名おりました。これはなかなか従来なかったことでございます。　
　それが社会情勢も変わってきまして，就職する側，企業の方々からは是非その自分が学んだ
分野でずば抜けた高度な得意分野，この領域だけは誰にも負けないというような，そういう分
野を持って欲しいという要望であるとか，あるいは自分の専門分野以外であっても，基礎的な
知識だけでもいいからしっかりと学んできて欲しいというような要望がございまして，現状の
これまでの体制ではなかなか厳しいところがあるということで，学科体制を抜本的に見直しま
しょうということになりました。
　そこで，育成すべき人物像をいろいろと考えてきた訳でございますが，これから望まれる技
術者像に関しましては，自分の専門分野の所は従来よりも飛び抜けた専門領域を作ると同時に，
裾野を広くしまして，他の分野のことまでも基本的な部分で構わないから，しっかりマスター
できるような，そういう学生，こういう非常にとんがった学生をこれからは育成すべきではな
いかということで構成をいたしました。これまで秋田高専は４学科体制という下地，バックグ
ラウンドがございましたので，それに重ね合わせました。そうしますと一つの学科の中でも，
２つほど専門分野と言われる領域を少し括ってもいいのではないかということで，機械系２つ，
電気系２つ，物質系も２つ，それから環境都市関係も２つということで，それぞれこのような
形になりました。従来からの機械系，ロボット関係，電力関係，情報関係，それから昔からの
化学関係，バイオ関係，土木関係，デザイン関係という形で従来の学科体制の上にそれぞれ２
つずつ重ねるような形での新しい体制を構築しようということでございます。
　それでできましたのが，こちらにあります創造システム工学科で平成 29 年４月から設置さ
れた新しい学科でございます。１年生では大括り入学をさせまして，入学した時点ではそれぞ
れ将来自分の専門はどこを学ぶのかは確定をしておりません。１年間かけて，機械系のことも，
電気も物質もそれから土木関係のことも，基本的なものづくりという観点だけですけれども，
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１年生の時に勉強していただいて，それぞれ４つの系の内容を見学したり，紹介したりという
ことをいろいろやって，２年生になる直前に最終的にそれぞれ志望をだしまして，自分の希望
する分野に分かれていっていただきましょうという体制をとっております。その後３年生まで
をそれぞれの系の基礎分野を勉強しました後，４年生から自分の希望に沿ったコースに定員な
しで，ここは進んでいただこうと考えております。
　なお，科目に関しましては，こちらにあるように系共通科目があります。もちろんコースの
専門科目，共通の必修科目もございますが，裾野を広げるという意味で他の分野と重なる融合
分野，複合分野に関してもこのような形で分け，５年生になりますと融合，複合の分野が増え
てくるという体制をとっております。
　これは具体的な科目が書かれております。ちょっと字が小さくて申し訳ございませんが，１
年生は専門科目は３つだけでございます。工学概論，情報基礎，ものづくり工学実習を 160 名
全員が勉強いたします。
　それから２年生から３年生はこの分野で基礎的な内容を学び，４年生から５年生，図では大
きくなっておりますけれども，このような科目がそれぞれ設定されているということでござい
ます。また，このように４系横断型の融合選択科目であるとか，そういう科目を配置しており
ます。
　その他，この複合選択科目として設定されておりますが，それぞれの系で２つずつ科目を出
し合いまして，自分が今在籍しているコース以外のコースの科目を必ず選択するという形をとっ
ております。
　次に入学者受入方針の制定でございます。これまでも本校では入学者受入方針を制定してお
りましたけれども，改めて昨年入学者のアドミッション・ポリシー，カリキュラム・ポリシー
そして，ディプロマ・ポリシーを制定して，ホームページに掲載しております。
　この入学者受入方針に沿って，入学者確保の取り組みを行っております。８月にオープンキャ
ンパス，10 月末には進学ガイダンスを高専祭に合わせて行っております。一生懸命取り組んで
いるつもりではございますけれども，やはり少子化の影響もありまして，なかなか人数が毎年
減ってきているかなという感じでございます。
　それから実際の入学志願者状況でございます。平成 29 年からは創造システム工学科で募集を
しております。倍率は，１倍か，ちょっと超えるくらいでございます。
　なお，こちらは女子志願者数の推移でございますが，ここ２年ぐらいは 30 名から 40 名ぐら
いの間で推移しております。今年度は 40 名の女子学生が入学をしております。
　なお，地域別の志願者の比率でございますが，やはり秋田市を中心とした都市部，そこに人
口が集中しているということもありまして，毎年この秋田市を中心とするところから通って来
ることができる学生が多い状況で，本校だけではないと思いますけれども，こういう傾向にあ
るという状況でございます。
　次に卒業認定方針についてでございます。本校ではここに示した（A）から（E）の５つのキー
ワードを基にして，それぞれこの５つを達成目標として達成した学生を卒業させましょうとい
う，認定方針を設定しております。
　この認定方針に沿って，どういう科目を勉強させればいいのかについてカリキュラムを組む
上で教育課程方針，即ちカリキュラム・ポリシーを設定いたしました。それぞれの卒業認定方
針の１つにつき，２つから４つの方針をそれぞれ具体的な方針を立てまして，この方針に沿っ
た形ですべて科目を割り振って，それで授業の方針を決めております。
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　実際に科目関連表ですが小さくなってしまうので一部でございますけれども，こういう形で
それぞれのコースに（A）人類の幸福であれば一般科目，（B）工学基礎知識の修得であれば，
それぞれのコースでこういう科目がこの部分に相当するという形で，一つ一つ設定をして，こ
れがずっと下まで（E）のキーワードまであるということでございます。
　この他，これは本校だけではなく高専機構で設定されているものでありますが，モデルコア
カリキュラムというものが設定されております。
　まずコアカリキュラムというのがありまして，これを国立高専すべての学生に到達させると
いうことを目標とする最低限の能力水準ということで，最低限このコアカリキュラムの内容は，
達成をさせることということになっております。本校もこのコアカリキュラムに準じた形でカ
リキュラム，授業内容を設定しております。
　またモデルというのがございます。これは高専教育をより一層の高度化を図るための指針と
いう形で示されているものでありまして，２つ合わせてモデルコアカリキュラムという形で設
定されております。本校の授業カリキュラムもこの方針に沿って構成をされております。
　また，授業内容はＷｅｂシラバスという形で，ホームページ上からすべての高専のシラバス
がチェックできるような形になっております。そして，科目間の紐付けがどうなっているのか
というのも確認できるような構成になっております。これは例として私の科目のＷｅｂシラバ
スの一覧でございます。教科に関しましては，このルーブリックという達成度評価という形で
評価をするようになっております。
　また，第１週目から終わりまで，毎週何を学ぶのかということまで詳しく一つ一つ設定がさ
れております。
　こちらにありますように評価方法もきちんと設定されて，これに準拠した評価方法を行って
おります。
　その他本校では，Ｅラーニング，アクティブラーニング推進のためのＩＣＴ環境の整備，こ
れを継続して現在も行っております。その他複数クラスに対応した多目的教室の整備も現在取
り組んでいる最中でございます。
　また，学習サポートとしましては，ＴＡ（ティーチング・アシスタント）などを活用して，
学習アドバイザー制度，放課後に授業がわからないという学生については，上級生が下級生に
対して教えてあげるというような，そういうアドバイザー制度も作って実施しております。そ
の他 TOEIC を始めとした外部の試験の指導サポートも行っております。
　今度は計画でございます。グローバルエンジニア育成事業というものを計画しております。
先ほどもお話しましたけれども，本校では都市部からの入学生が多くなりまして，高専の寮が
丸々一棟現在空いている状況でございます。それを有効活用しようということで，中学校と高
専のエンジニアリングキャンプ，これは中学生を対象にしておりますが，中学３年生をメイン
の対象として参加人数 30 名ほどで，英語の特別カリキュラムと課題解決型のカリキュラムを一
緒にした形の早期技術者教育を実施したいと考えております。
　また入学生に関しましては，１年から３年生まではグローバル基礎プログラムと題しまして，
国際教養大学と協力して，英語教育を強化していきたいと考えております。英語による授業も
順次実施していきたいと考えております。
　それから，５年生になった時には，これが一番の特徴かと思いますが，５年の後期に卒業研
究単位として読み替えができる長期海外技術研修，これを実施したいと考えております。その
ための準備を今着々と進めているところでありまして，最終的には TOEIC600 点以上よりも高
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いコミュニケーション能力を身に付けさせたいと考えております。
　全体の概要を示すとこういう形になろうかと思います。こちらの赤いところが５カ月間の長
期海外技術研修という形になります。
　この実施体制図でいきますと，こちらにあります長岡技術科学大学，あるいは国際教養大学
からいろいろなアドバイスをいただきながら，県との協力，産学協力会，工学教育協会のよう
な学会の協力も得て，なんとか実現をしていきたいと思っております。
　その他，高専の寮を有効活用し，夏休み期間中通って来られない学生などをそこに宿泊させて，
長期休みを利用した英語の集中講義を実施していきたいと考えてります。
　最後に進路関係について報告をいたします。これは昨年の状況です。今年と大きく変わって
はおりませんけれども，こちらは今年の 10 月 31 日現在の状況でございます。
　数字でこちらに書かせていただいてはおりますけれども，グラフにしますとこのような感じ
になります。５年生の進路状況としては３割ほどが進学，７割が就職という形でここ最近は推
移をしております。進学している学生の内，大学進学が 50％から 60％，専攻科はそれを少し下
回るぐらいで推移をしております。
　なお，就職，進学共に進路が決定したという形での進路決定率というのは，ここに見てお分
かり頂けるように，ほぼ 100％で推移をしております。ここが少し下がっておりますが，実は
本校は１名いないだけで，結構比率が下がってしまいます。１名というのは，例えば自宅であ
るいはどうしても就職しないで１年間どこかに旅行してみたいとか，そういう学生がたまにい
るので，こういうことが起こるということでございますが，学生の希望はほぼ 100％叶ってい
るという現状でございます。
　こちらは進路関係，主な就職先です。ご覧のとおり，一部上場の大手企業に就職していると
いうのがおわかりいただけるかと思います。こちらは県内の主な就職企業でございます。
　それからこちらは進学先でございます。赤い色に関しましては，ここ数年，毎年のように多
くの学生が進学をしている学校ということで，ちょっと色を強調させていただきました。以上
になります。

大石議長：どうもありがとうございました。続きまして議事の３番目「専攻科に関する事項」
ということで桜田専攻科長よりご説明をお願い申し上げます。

Ⅲ　専攻科に関する事項（スライド№ 44 ～№ 54 で説明）
桜田専攻科長：専攻科長の桜田でございます。私の方から簡単に，専攻科の概要をご説明させ
ていただきたいと思います。
　先ほど来ご説明にありましたとおり，専攻科は５年を修了した時点で，さらに２年間，深く
専門を勉強しましょうということで，資格そのものは先ほどもご説明にありましたとおり，大
学卒と同じ学士ということになります。学士ということになりますけれども，これは私どもが
学士を出せる訳ではございません。あくまで外部の機関，大学改革支援・学位授与機構に申請
いたしまして，それの審査を通りましたら与えられるということでございます。
　特例適用認定を簡単に説明いたしますと学位授与機構に行って，ペーパー試験を受けなくて
も，申請しました課題が審査を通ればそのまま学位授与機構から学士が授与されるという方式
に平成 27 年度から変わっております。それに本校も参画しております。それ以前は学位授与機
構に 12 月の３週目にペーパー試験を受けに行きまして，２月の時点で審査がわかります。過去
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にはそれで残念ながら不合格となった学生もおりました。そうしますと６月時点で就職が決まっ
ておりますけれども，内定も取り消しという事例もありました。ある意味，リスクを持ってい
るという状況でございました。
　私どもが専攻科を設置したのは全国の中でも非常に早くて，平成６年でございます。このと
おり所帯が小さいものですから，大学と同じように各学科単位での設置という訳には参りませ
んので，融合の形をとってございます。いわゆる機械系と電気系を融合しまして，生産システ
ム工学専攻，環境システム工学専攻というのは，化学系と土木建築系を融合しまして一つの専
攻という形をとっております。定員は８人ずつでございますので，合計 16 人。本科の１割の
16 人が定員でございます。
　教育の特徴でございますが，先ほど申しましたとおり，機械と電気，化学と建設という複合
教育を取っております。そしてまず一つの特徴としましては，１年生の段階でも実験があると
いうことでございます。生産システム特別実験，環境システム特別実験がそれでございます。
それぞれ出身母体がありますので，機械系の出身の学生も電気の実験をします。電気系出身の
学生も機械の実験をすることになります。化学の学生も土木・建築の実験をします。土木・建
築の学生も化学の実験をします。これは，なかなか他の大学の学部ではあまり例はなかろうか
と思います。と申しますのは，ある企業を訪問した際に，一つの橋梁メーカーでございました
けれども，鉄骨を組み立てて，電波塔なり，橋梁を組み立てて行く訳ですけれども，「これはす
ごいシステムですね」というお褒めの言葉をいただきました。橋梁ですから，維持管理も入っ
てまいります。その塗料の化学の専門知識は，土木のエンジニアは持っておりません。それを，
ただの知識だけではなくて実験まで行っている。「これは非常に，私どもにとってはありがたい
ことです」というお褒めの言葉もいただいております。
　２つ目でございますが，一貫教育ということで，今専攻科と申しますと外部から判断されま
すのが，いわゆる本科の４・５年生＋専攻科の１・２年生で取得できる学位は学士というよう
に認識されがちです。すなわち，専攻科＝学士みたいになっておりますけれども，本来高専は
50 数年やってまいりまして，高専５年終えた段階で学士と同じ位の学力，それから知識を身に
付けるということを目標にやってきております。
　ですから本当の意味合いは，専攻科２年間となりますと，更にその上を教育していくという
気概でやっております。事実上は５＋２ですから，７年間の一貫教育に近い形をとっております。
　それから３つ目でございますが，せいぜい８人の少人数教育をとっており，マンツーマンに
近い形で研究の方もやっております。実際上は，本科５年生１年間の卒業研究，専攻科に進ん
で２年間の特別研究とこれで３年ですけれども，さらに４年生で基礎研究をやっておりますの
で，事実上足かけ４年の研究を集中してやれるということが特徴かと思います。
　もう一つは，少人数でのインターンシップがあります。本科の時は，手探り状態で企業等に
インターンシップに行ってまいります。それが専攻科で自分の将来の専門も煮詰まってきてい
る状態で，更にもう１回企業を見学して勉強してくるという学生がおります。この辺は，一大
特徴かと思います。
　それから，海外インターンシップもございます。フランスのリール短大等に行っている学生
もおりますけれども，もう一つはハノイの日系の企業に過去に１カ月ほどインターンシップに
行っている学生もおります。
　高専そのものが本科までは中堅技術者の育成ということが大きな柱でございますので，専攻
科においてもそれを更に伸ばして，実践教育が重要となります。それをどこの授業の中で行っ



− 19 −

ているかと申しますと，科目の中に「創造工学演習」というものを専攻科の１年，２年生に設
けてございます。
　これは，例えば生産系ですと，サッカーロボットの設計・製作を行います。電気系ですと，
機械と電子回路設計，これを実際の課題に基づいて，機械に基づいた電子回路を設計します。
環境の方ですと，例えば秋田市に新交通システムを導入する場合に，どういう課題があるのか，
そうした場合どういう交通システムがいいのかというのを実際に課題を抽出し検討してもらい
ます。化学系ですと，目的とした高分子はどのように設計するかというものでございます。そ
の設計経路をもう１回見直して，組み立ててもらいます。ある意味，現実に近い形のテーマを
設定して取り組んでおります。
　次に入試の状況でございますが，これは志願倍率でございます。生産システム工学専攻ですと，
およそ２倍強，２倍から 2.75 倍でございます。環境システム工学専攻は平成 27 年に定員を割
りました 0.63 倍から 1.75 倍でございます。全体ですと２倍近い，1.63 倍から２倍の志願倍率に
なっております。
　機関別認証評価における高専の評価基準の中に明記されておりますが，定員に対して大幅に
超過，不足をしていないかチェック項目に上がっております。平成 30 年の例を示しますと，現
在大学編入を希望して専攻科の進学を取り止める学生がおります。生産システム工学専攻です
と，実際入学予定の学生の定員に対する比率というのは，1.6 でございます。今年度の場合，環
境システム工学専攻ですと 0.75 でございます。全体ですと 1.19 ですから，志願倍率をおよそ２
倍近く確保して，定員に対する比率 1.1 を確保しているという状況でございます。
　専攻科をどんどん受験して欲しいというのが，私どもの一番の目的でございますので，平成
30 年度入学者の入試より，TOEIC のスコアが 500 点以上であれば英語の受験を免除しています。
これは，700 点で 100 点満点に換算しています。
　それから，専門試験の選択科目数を減らしております。12 科目の中から３科目を選んで回答
してもらう方式にして，集中して専攻科試験に臨めるようにということを今年度から始めてお
ります。
　もう一つ学士取得率，進学，就職の状況でございますが，学習総まとめ科目の導入で，外部
機関で学力試験を受けなくても，所定の申請をして通れば学士の学位が取得できるということ
を２ヶ年行っております。いずれも，100％学士取得は達成しております。
　それから進学，就職率は，学生の絶対数が少ないものですから，統計数値が非常にばらつき
ます。概ね，４割以下が進学，６割以上が就職という状況です。
　企業の求人倍率でございますが，これも学生数が少ないものですから，28 倍から 341 倍と数
字では表しにくいものかと思います。県内就職率も，学生数の関係で非常にばらついております。
　実際の進学の状況ですが，スライドの赤字が今年の就職先でございます。これは，過去５年
間の就職状況をあいうえお順にすべて羅列したものでございます。生産システム工学専攻の進
学，就職は，このスライドに示した状況でございます。環境システム工学専攻の方では，今年
は大学院は北海道大学と千葉大学に２人決定しております。あとは，ニプロファーマの大館工場，
五洋建設に内定しております。
　次に高専の外部機関による評価でございますが，機関別認証評価ということで，高等教育機
関としての教育の遂行能力が専攻科も含めて審査される訳ですけれど，平成 27 年３月に評価基
準を満足という評価をいただいております。
　２つ目の JABEE 審査でございますけれども，JABEE すなわち日本技術者教育認定機構の審
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査は，平成 27 年３月に審査基準満足という評価をいただいております。これにつきましては，
今年度から継続の審査を本校としては取り止めさせていただいております。と申しますのは，
この JABEE での教育方針，教育の進め方をすべて先ほどご説明いたしました学科改組の方に組
み入れて継続して行っております。それから，JABEE で取得できる資格である技術士の一次試
験及び二次試験の研修会を昨年度から新たに行い今年度も継続しております。
　３つ目でございますが，認定専攻科というのは機関別認証評価の専攻科版と考えていただい
て結構ですが，７年に１回審査がありまして，平成 23 年に合格をいただいております。
　４つ目でございますが，これが新しくできた特例適用認定ということで，申請して通ればそ
れで学士の称号が与えられるということで，平成 26 年５月に申請が認められております。今ま
で認定専攻科は７年に１回，特例適用認定は５年に１回審査を受けることになっておりました
けれども，来年度から２つまとめて特例適用専攻科ということで５年に１回審査を受けること
になります。主には先生方の資格審査が非常に重要なウエイトを占めてまいります。先生方の
教育それから研究実績がここで審査されることになります。
　それから最後，本日審議をお願いしております運営協議会でございます。
　次に，専攻科の課題でございますが，受験生の確保と質保証という点で，数は少ないですけ
れども，やはり途中でドロップアウトする学生がおります。その原因は，学力的についていけ
ないということと，あまり目的意識のないまま専攻科に進んできたという点があげられます。
そのため，入る前にしっかり指導してあげる必要があることを肝に銘じております。
　２つ目ですが，この通りグローバル化が進んでおりますけれども，やはり学生にもう少し留
学先の大学等も含めて選択肢を増やしてあげたいということで，今いろいろと新たな提携先と
いうことで調査を進めているところでございます。
　３つ目でございますが，専攻科の再編ということで本科の方も１学科複数コース制を導入し
ておりますので，新たにそれに合わせて専攻科の方も複合教育，それから専門性を高める上で，
１専攻複数コース制の導入を検討して参りたいと考えてございます。
　４つ目でございますが，適用認定ということで，教員の資格審査が５年に１回非常に厳しく
行われる訳ですけれども，そのためには全校的に研究環境をある程度整備していくことも必要
かなと考えております。
　最後ですが，高専と大学の共同教育課程の構築が新たに検討されております。専攻科は今ま
で高専の専攻科のみで教育してきた訳でございますけれども，高専では対応不可能な分野を大
学の方から教授いただくことと，高専の方からも専攻科生を教授するというものでございます。
学位の方は，大学の方から学士の学位を授与するというもので，このような新しい動きが出て
きております。
　これを今，北海道大学や九州大学，それに技術科学大学が一生懸命やっておりまして，平成
31 年４月の運用を目指しているというような情報もいただいております。このため，今後専攻
科が特例適用認定という格好を継続しつつ，新たにこういった流れにどのように対応していく
かというようなことが課題として出てきております。
　長くなりましたが，以上で説明を終わらせていただきます。

〇意見交換・質疑応答
大石議長：ありがとうございました。それではちょっと時間が延びてしまいましたが，これま
での議事の１番，２番，３番に対しまして，ご質問，ご意見等ございましたら，ご発言の程お
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願いいたします。

佐川委員：予算に関連してでありますけれども，運営費交付金が 600 万円減ったという話でご
ざいますが，これは減った要因というのはどういったことなのかということと，逆にプラスに
転じさせる方法というのがあるのですか。

藤原事務部長：事務部長の藤原でございます。私の方からご説明いたします。運営費交付金に
つきまして，まず高専は全国 51 の国立高専が独立行政法人ということで，平成 16 年度に独立
行政法人化になっております。独立行政法人になりますと率がかかりまして，毎年度運営費交
付金を１％もしくは内容によっては３％削っていくという仕組みが必ず導入されております。
そのためにどうしても減っていくというのがございます。
　予算の所で，ちょっと補足しておきますけれども，実は先ほど出ましたとおり，全国の高専
を一つに取りまとめておりますので，ここの支出，決算額，あとそれに見合った収入の額には，
常勤の教職員の人件費が含まれておりません。こちらは，機構本部の方で計上しておりますの
で含まれていないということがございます。
　その中で機構本部の方で，人件費というのはなかなか削れないと言いましょうか，削減しな
い限りは減っていかない方向になりますので，機構本部の方でもその全体にかかっている縮減
率をカバーしつつ，各学校には残分と言うと変ですけれども，そういったものを配分しており
ます。全体的に言いますと全体の予算が国の方，税金が運営費交付金としてくる部分の大元が
減っているということです。
　先ほど増やす方法はないのかということがございましたけれども，スライドの６ページに平
成 29 年度の収入予算の数字の方で，備考のところに書いてありますが，文部科学省の方も全体
が減っていく運営費交付金の減の部分はやむを得ないとしましても，このように本校もそうで
すが，学科改組というようなことで新しい仕組みを作っていくという特色を出しているところ
には新たな予算を要求し，それを付けていただいているということでございますので，何もし
ないとどんどん減り，新しい改組等をするとこういう形で臨時的経費があるので，またこうい
うものを組み込みながら学校を運営していくという形が必要となってきております。以上でご
ざいます。
	
佐川委員：ありがとうございました。次々に新しい提案，仕組みというのを構築していかない
となかなかこの先安定的に確保することはできないということですか。
　ＣＯＣ＋というのですか，地元の就職率という話がありましたが，県内の他の大学に比べる
と極端に低いような気がするのですが，この要因というのはどういったものでしょうか。

米本校長：確かに例えば秋田大学に比べて，本校は地元定着率が低いです。これはどういうこ
とかと言いますと，秋田大学の教育関係の学部は，もともと地元の先生になるというのが主た
る目的である学生が多いということです。秋田大学の場合にはそういう学部があるということ
でもともとかなり多いということでございます。
　本校の場合には元来，工業ということで出口が決まるものですから，その部分に関しまして，
必ずしも秋田県の中に工業がない訳ではないですけれど，大手の会社がない。本校の学生は大
会社を志望する比率が高いということで，結果として少なくなっているというのが現状でござ
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います。

大石議長：他にございますでしょうか。

村岡委員：秋田大学の理工学部も同様でありまして，だいたい県内就職率は 10％ぐらいです。
高専さんより，ちょっといいぐらいです。
　平成 28 年度はかなり伸びたというのは，これは何か特殊な要因があるのでしょうか。

野坂副校長：もともと母数が小さいものですから，希望する学生が少し増えるとパーセントと
してはグッと上がります。確かに人数が増えたことも事実です。これは例えば就職指導といい
ますか，担当の先生が県内企業をある程度よく知っていて，「こういう良い会社もあるよ」とい
うことにより，少し増やすことができたと考えております。

村岡委員：わかりました。意欲的な学科改組と取り組みをなされていて，非常に感動しておる
のですが，先ほど運営費交付金が実質減額ということで，改組するなり良い取り組みをすると
予算がつくという訳ですが，国立大学ではその取り組みが非常によくて継続性があるという場
合には基幹経費に変えられるという制度がありますが，高専機構の方はそういうのがあるので
すか。

米本校長：私の方から回答いたします。先ほど学科改組に関わる予算が配分されたというのが
あるのですけれども，これはもちろん一度きりの配分です。
　実はその他に先ほどの追加，むしろ先ほどの補足になるのですけども，高専 4.0 イニシアティ
ブという，いわゆる大学で言うところのＧＰみたいなものですけれども，そういう特別の取り
組みを出してもらって，その中で評価されるのが今年度から始まっております。実は残念なが
ら本校は申請して採択されなかったという状況がございます。
　今，機構本部というか，文科省ですけれども，これは採択されたところに関しては多分２年，
３年という形で予算を付けると。その他に今聞いている話では，また今年度新規の募集もする
というような話もあったのですけれど，今のところはまだきておりません。
　多分，改組とは別にそういうもので，どんどん新しいものを文科省あるいは機構本部では考
えてくれているのではないかなと。実はそういうことを考えながら，私ども，先ほど安東教授
がお話したのですけども，グローバルという意味で，英語教育を一生懸命やりたいということ
でございます。今回昨年度の申請では採択にならなかったですけれど，これからも引き続いて
募集があれば更に強化して申請したいということを考えている状況です。以上です。

菅原委員：私，インスペックの菅原と申します。ここの卒業生の進路のことですが，ちょっと
ピントが外れるかもしれませんけれども，うちの会社に今高専の新卒は１名しかいないのです
けれども，中途採用を含めると 10 名いまして，全社員の実は 20％です。それを間近に見てい
るものですから，実際転職して秋田に戻ってきている卒業生はかなりいるのではないかと思っ
ております。その辺の何かデータ的な情報は高専の方ではお持ちでしょうか。

野坂副校長：残念ながら，正確な戻ってきた数は把握できておりません。
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米本校長：実は，いわゆるＣＯＣ＋の一つの事業でＡターン促進というのがありまして，いわ
ゆるこれは新卒の卒業生を県内定着だけではなく，既卒者の関東とか県外にいる人を秋田に迎
え入れようということです。
　これは実は高専だけではなくて，秋田県そのものが一生懸命やってくださっている事業であ
ります。そこに我々の方も加わってやりましょうということでやっております。
　ただ，Ａターンの具体的なデータについては，私どもは把握しておりません。

菅原委員：ＣＯＣ＋の成果の一つにはなるのでしょうか。

野坂副校長：成果と言いますか，本校がそういうＡターン希望者に関して直接斡旋するという
ことはできません。本校ができるのはあくまで情報提供です。県内企業といろいろコンタクト
を取り，アンケート調査もやらせていただいております。県内企業にどれくらいＡターン採用
を受け入れてもらえますかとか，希望がありますかという情報を集めて，高専卒の方が中心で
すけれども，それを情報発信してそこで戻りたいという方がいれば，結ぶという形になります。

石井委員：大森建設の石井と申します。質問が何点かありまして，まず一つは総務に関する事
項の中の年間行事の中で，テストの期間ですけれども，前期中間と前期末，それから後期中間，
後期末とありますけれども，この前期中間と前期末の間が１カ月しかないので，もうちょっと
ばらつかせて均等な割り振りみたいなものはできないものでしょうかということです。
　それから地（知）の拠点大学の件で，地域教育プログラムの認定制度と書かれておりますが，
具体的にはどのような認定制度になっているのかということです。
　創造システム工学科ということで，非常に素晴らしい取り組みであるなとは考えたのですけ
れども，資格を取得する要件ですね，これに対して，不利益にはならないようにしっかりと担
保していただいていることと関連して JABEE をお止めになって，要は技術士の１次試験が免除
になるものですから，そこのインセンティブがうちにも魔の１次試験の境目が何人も入社して
いるものですからその辺の問題があります。
　それから私もこの年になって，風力発電の開発やらなんかで，海外と取引が非常に増えて，
英語も少しやれば良かったなと思って，この高専の英語に力をいれる取り組みについては非常
に素晴らしいことだなと考えておりますので，是非充実させていっていただきたいなと考えて
おります。以上です。

米本校長：３つほど質問がありますが，私がその質問の交通整理係をさせていただきたいと思
います。まずテスト期間については安東先生に回答をお願いします。

安東副校長：中間の試験に関しましては，前期の半期です，半期で 15 回の授業がある内の８回
目に試験をしているという状況です。この日にちでみると妙に前半の方が多いように見えます
けれども，実はゴールデンウィークが入ったりして，授業のペースでいきますとちょうど８回
目に試験，前期の最初に７回やって試験，終ってまた７回やると，そのちょうど真ん中の辺り
に試験が入っているということでございます。これは後期も同じ状況でございます。

米本校長：確実に半分ですね。
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安東副校長：半分のところにちょうど入っています。

米本校長：まずそれはよろしいですか。

石井委員：確実に期間ではなくて，授業の回数で入っているということであれば７月から 11 月
の間は非常に授業の回数が少ないということですか。

安東副校長：夏休みが入りまして，そのようになっております。

石井委員：夏休みが入るので，授業の期間が少なくなってしまうということですね。わかりま
した。

米本校長：次に地域教育については，野坂先生から回答をお願いします。

野坂副校長：平成 30 年度までは，秋田大学と秋田県立大学と本校の３者それぞれの機関で認定
制度を作るという，それぞれ別の認定制度で行うという計画でございます。
　平成 31 年度からは，これを共通の認定制度として構築していくという計画になっております。
本校としては地域教育プログラムという認定制度を作り，この要件を満たせば今年の卒業生か
ら該当し，それを認定していくという予定になっております。
　ただこれも非常に心苦しいというか，残念なところ，本校の中でこの地域教育プログラムを
履修して認定されたら就職する時どういうメリットがあるのかと言われると，そこが非常に弱
いところではあります。

石井委員：その部分が聞きたかったところでした。認定制度によって地域定着という，この因
果関係は今のところないということでしょうか。

野坂副校長：ＣＯＣ＋授業や講演会等を通して，秋田県の魅力や県内企業の魅力を学生に伝え
ていくというのが私どもの考えている一番のポイントでございます。では，その資格を取った
から，認定してもらったから，どうだこうだという所までは，まだできていないというのが現
状です。

石井委員：残念です。

米本校長：次が創造システム工学科１学科になって，資格要件等で不利なことはないのかとい
うことと，JABEE が廃止になったことによる不都合がないのかということがご質問だと思いま
す。
　最初に資格要件に関しまして，桜田先生からお願いします。

桜田専攻科長：従来の４学科体制の場合に本校を卒業して，それだけでもらえる資格というの
は測量士補だけでした。もちろんその後会社に入って，一定期間の実務経験が求められます。
それに関しましては，カリキュラムがどのような内容の授業をしているのかということも踏ま
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えて順次申請をして，資格を管轄する協会等から了解をもらうという形をとっております。
　もちろん，現状ですぐに従来と同じ資格の形をもらえるところには既に出してありますけれ
ども，まだ１年生しか経過しておりませんので，それがその学年に到達次第に順次申請して，
従来と同じ資格は最低限カバーできるように対応するつもりでおります。

石井委員：よろしくお願いします。資格をもらえない，もらえるかということで採用する企業
は見ていると思いますので，よろしくお願いしたいと思います。

桜田専攻科長：実は土木の方の測量士補でございますけれども，今までも学科改組を進めてま
いりましたけれども，その都度，測量士補や建築士の資格を所管する外部機関にカリキュラム
を全部提出してチェックをいただいております。その上で当初の名称等が変わっても，個別に
別途審査を受けて承認をいただいているという状態でございます。

米本校長：今，測量士補に関しましては，名称が変わってもしっかり承認されていることでよ
ろしいでしょうか。
　最後に JABEE の廃止に関しまして，私の方から少し補足させていただきます。
　いろいろ議論がありまして，結論として廃止ということになりました。まず，廃止したこと
によって何が不利益になるかということで，学生に技術士補の資格を与える意義がどうかとい
うことでした。技術士補を今まで与えていてそれが具体的に学生にとってどれぐらいメリット
になっていたのかということを色々と調べまして，あまりないのではという結果になりました。
実際に技術士になるためにはもちろん技術士補ではどうしようもなくて，その後の本格的な技
術士の試験を受けないといけない。その技術士試験を受ける時にその前の技術士補の資格を高
専が与えていなければ受けられないですけれども，それそのものは先ほど石井さんもおっしゃ
いましたが，みなさん大学卒の人であればちょっと勉強すれば技術士補の資格はとれるのでは
ないかというのが一つにありました。
　それからもう一つ，これは学校内の問題ですけれども，教員サイドからみて JABEE 認証の準
備がものすごく大変です。これは，すなわち学校サイドでは不評でございます。そういうこと
で高専の方も色々な高専が一抜けた二抜けたということで，そうであればうちの方もというこ
とで廃止になりました。その代わり技術士になるための特別な講座を用意しようということで，
桜田先生が一生懸命やってくださいまして，昨年から廃止と同時に学生向けに技術士の試験を
将来受けるための特別講座を用意するということを行っております。

石井委員：ありがとうございました。よくわかりました。秋大はまだあると思います。ただ東
大とか，京大になるとないです。

村岡委員：名前が挙がりましたので，補足させていただきます。私どもも教員からの強い反対
がございましたが，教育プログラム点検の良い機会として継続しています。
　また，機関評価のエビデンスとしても役立っております。
　JABEE はワシントンアコードに加盟しておりますので，留学生の確保にも効果があると思っ
ております。
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大石議長：うちは辞めました。JABEE は，長岡技科大は建設以外は全部やめました。
教員の負担が大きくて，やはり認証評価の項目に対して JABEE は３倍ぐらい量が多くて。私，
評価担当なので，自己点検，外部評価と２つ受審して最後に認証評価を受けるという３段構え
にすることで，JABEE はほとんどの系は辞めました。ですので，私は秋田高専さんのやってい
るのは別にそんなに悪くない，いいチョイスだなと思います。
　あと，私の方からコメントですが，うちの大学は今年度からホームカミングデーというのを
設けて，ＯＢの方を呼ぶようにしたのですが，高専というのはＯＢの方はかなり自分の子ども
を入れたがるので，もしオープンキャンパスの時にホームカミングデーみたいなものを作って
いただくと，少しは興味を持たれる方が多いのかなと思ったのですけど。
　あとは，間接経費がございますが，あれはうちの大学ですとだいたい10％の内の半分が本部で，
残り５％の半分が学科で，半分が教員ですけれど，ここはどうなっているのでしょうか。

米本校長：本校は，３分の２を学校で，３分の１を先生方に配分しております。

大石議長：いいですね。

赤上委員：産業技術センターの赤上でございます。企業との共同研究の件数をお知らせいただ
けないでしょうか。

米本校長：これはこの後で宮脇先生の方から，研究のところで説明があると思います。

赤上委員：わかりました。というのは，正にＣＯＣ＋に繋がっていくと思うのですけれども，
県内企業と共同研究をしてその研究内容によっては，要は企業のエンジニアとそれで技術，ス
キルを深めて行って，そこの会社に入っていくという動きが非常に現実的なのではないかなと
思いまして，そういった件数が増えていくのであれば素晴らしいなあと思っているところでご
ざいます。それでは後ほどまたお話させていただきます。

米本校長：実はＣＯＣ＋で県内企業への学生の定着というのは，正に今おっしゃったことは私
も実はそれしかないと思っております。無理やり学生に行けと言っても無理な話でございます。
学生が会社の中身を見て，それで本校の教員が会社の人とやっているのをみて，これ面白そう
だなと思って行ってもらうのが一番いいと思っております。そのために色々な仕組みを作ろう
ということでやっております。後で説明がありますので。

赤上委員：楽しみにしておりますので，よろしくお願いします。

石井委員 ：	私もここの卒業生ですけれども，私の頃の卒業研究というのは，それはそれは過酷で，
本当にかなりやらされました。実験から何からかなりやらされた記憶があるのですけど，最近
のカリキュラムだと週に２時間ずつ２回ぐらい出ていればという，サラリーマン化したなあと
いう印象を持っております。今のところと関連してくると思うのですけれども，その辺も充実
していっていただければなとこちらの意見に関連して，ちょっと思った次第でございます。
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安東副校長：今の卒業研究は９単位ございまして，言ってみれば１週間に９時間授業があると
いうのが実際のところです。昔は 11 単位，私もここの卒業生ですけれども，11 単位でした。
だから少しは確かに減っておりますけれども，ものすごい量の減り方ではないなという感じは
します。
　あと私も正直な話，夜も寝ないで絞られた口でございますが，今の学生は夕方６時過ぎまし
て研究室に行きますと居ないということがよくありまして，泊まり込みでやるということは，
ほぼないのが多いかなという感じがしております。時代なのかもしれませんけれども。
　だから昔徹夜してやったという我々等から見ると，随分確かにサラリーマン化したかなとい
う感じはあるかもしれませんけれども，昔はやり過ぎていたのかなあという気もしております。

佐藤委員：中学校から参加させていただいておりますので，年間行事を見て，オープンキャン
パスが８月５日で，ここは中学校だと運動部の東北大会が一番盛りの時期でございます。公立
の高校では７月の末だとか，あるいは８月の末，９月の頭に実施しています。中学校から参加
者が多いのは８月の末，９月の頭でございます。
　というのは，多くの中学校では夏休みに入って３者面談を実施します。そこで進路の１回目
の話などが出ますので，そういう話を受けて，８月の末から９月の頭に行う高校さんは結構参
加者が多いのかなと思います。
　ただ高専さんも例年入試の定員の数は満たしていて，オープンキャンパスの参加者も 200 名
は超えているようですけれども，県立の秋田工業さんはもう少し参加者が多いのかなあという
ような気がしますので，もし可能であれば時期の見直しなどいかがなものかなと思います。

米本校長：私から，回答になるかどうかはわかりませんが，運動部の東北大会があるという認
識が実はありませんでした。今，初めて伺ったところでありますので，もう１回検討させてい
ただきたいと思います。ただ１つ中学校の方で三者面談があるとむしろそれよりも前に来てい
ただいた方がいいのかなと思うのですが。

佐藤委員：そのため，７月の末ぐらいに実施している県立高校さんもあります。

米本校長：ということは８月の始めよりは７月の末だったらもっと良いのではないかというこ
とですね。なるほど，わかりました。
　ちょうど本校の夏休みに入って直ぐに実施していたのですが，１週間前だと学生との兼ね合
いがあるのですけど，安東先生，いかがでしょうか。

安東副校長：本校の試験とがっちり重なっております。

米本校長：試験期間でしたか。今の東北大会という情報に関しましては我々把握しておりませ
んでしたので，そこはおっしゃるように，なるべく多くの生徒さんに来ていただきたいので，
もう一度これも検討したいと思います。

佐藤委員：ありがとうございます。
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大石議長：大分時間が過ぎてしまいましたが，ここで休憩いいでしょうか。10 分休憩で次は４
時 20 分からということでお願いします。

≪　休　　憩　≫

大石議長：それでは全員お揃いなので，後半の部を開始させていただきたいと思います。議事
にいきますと４番目の「学生指導に関する事項」で，佐藤学生主事よりご説明をよろしくお願
いいたします。

Ⅳ　学生指導に関する事項（スライド№ 55 ～№ 70 で説明）
佐藤学生主事：それでは学生の日々の生活に関するところで，かいつまんで説明させていただ
きます。まずこの写真でございます。これは毎年４月に１回きりですが，学生がどういう活動
をしたかという「学生だより」というのを毎年１回発行しております。これは今年の４月の表
紙を飾りましたバスケットボール女子，創部２年目の女子バスケットボール部が東北地区大会
で勝ち，全国大会に出場したこういう元気のある写真を学生だよりに載せました。
　先ほど教務主事から少しお話がありましたが，うちの学生数でございますけれども，専攻科
まで入れますと 858 名です，その内女子が 174 名の約２割でございます。
　年齢は中学校卒業後ですので，本科で言いますと 16 歳から 20 歳まで，それから専攻科を入
れますと 22 歳までという非常に多感な頃の学生をお預かりいたしまして，教育とあるいはここ
に書いてあります厚生補導を行いながら，豊かな学生生活を送ってもらい，人材育成をしっか
りしていくというのが私どもの役目な訳でございます。
　ここに書きました私どもが今やっている学生スタッフという学生主事以下の全員を足します
と８名になる訳ですけれども，この８名が学生委員会等を通しまして，クラブ指導，いじめ防止，
学生相談室等を通しながら本科学生と専攻科学生の学生生活の面倒を見ているということにな
ります。
　その他に高専体育大会，低学年生もおりますので交通安全教室を開催しての啓発活動や各種
の啓発講演会を実施しております。これは毎年秋田大学医学部の先生においでいただきまして，
低学年生から教職員を含めて指導をしながら全体で啓発していくという活動をしております。
　事故防止への取り組みということで，最初にこういう数字を出すのはよろしくないかと思う
のですが，４つございます。
　まず，昨年度と今年度の事故届の件数でございます。事故届というのは何か学生が怪我をし
たり，事故に遭ったりした場合に，事務の方に事故届を提出します。今年は 12 月１日現在で
29 件でございます。
　例えば校内において体育の授業中怪我をしたとか，クラブの大会中に骨折した，あるいは登
下校時に自転車で転んでしまった，休日中にバイク事故を起こした，こういったものが数とし
てあがってきております。これが，２や４の数字だったらいいのかという訳でもないですが，
やはり最終的に０にしなければならない数字だとは思っております。
　ただ平成 28 年，平成 29 年の数字だけから申しますと，先ほどの全校生徒が 900 名近いとい
うことを考えますと，だいたい１％以下の事故ということになります。起きる事故の確率から
申せば，非常に小さいということになる訳ですけれども，ほとんどが不注意によるものでござ
います。ただし，今年度と昨年度で，自殺者あるいはいじめが原因などによる大きな犯罪事故，
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こういった報告は今のところございません。しかしながら，この数字から言うと，まだまだ私
どもの努力が足りないということになる訳でございます。
　具体的に何を行ってきたかということですが，最初に記載しております今年４月から始めま
した全自転車通学学生へ個人賠償責任保険の加入を義務付けしたということです。これは校長
の発案でございますけれども，事務の方とかに色々ご協力いただきまして，全国に先駆けて実
施いたしました。これは，大学等ではありますが高専ではなかったということで，本校の学生
の内，８割強が自転車通学でございますので，これをしたから事故防止という訳ではないですが，
安全，安心という意味でこういう取り組みを先駆けてやっております。
　金額だけ言いますと，最初５，６千円から交渉していきまして，1,300 円まで下がり全員加入
させるという制度を作りました。ここに実物シールを持参してきましたが，番号は通し番号で
600 何番までございます。
　それから通学指導を強化いたしました。今まで登校時だけだったものを下校時も実施するこ
とにしました。近隣の方々から苦情が毎年ございますので，なんとか会話をしながらご理解い
ただこうという取り組みもやっております。今年の前期は，４月 21 日から７月 12 日までと期
間を決めて１週間に何回か実施しました。先ほど少しありましたが，試験期間中がこの間に入
りますので，あまり刺激しないようにということで，その辺りは指導を避けながら夏休みに入
るまで実施しております。どういうことをやっているかと言いますと，サンダルを履いて学校
に来ていないか，２人乗りをしていないか等ということでございます。99％程の学生は真面目
に来ておりますので，残りの１％程の学生を指導しているという状況でございます。
　これは高専の周囲５㎞程の地図でございますけれども，真ん中がぽっかり空いているのが高
専の敷地でございます。今まで決まった場所しか実施していなかったものを今年変え，丸印の
ついている箇所の近隣の方の苦情を聞こうということで行いました。その結果，ほとんど苦情
はありませんでした。高専に対しては比較的近隣の方は良いイメージを持っていただいている
なと感じました。　　　
　それから他の周りの行政機関だとか，あるいはここちょっと書き漏らしてしまったのですが，
秋田大学の先生方との協力も得ながら，学生の指導を行わせていただいております。
　特にこれは昨年ですが，近隣の秋田臨港警察署と「秋田工業高等専門学校警察連絡制度」に
関する協定を結びました。何か事が起きる前の情報交換や情報共有，あるいはもし万が一，何
か起こった場合に協力していただくという体制を整える取り組み等々でございます。
　今年，警察署長と学生会長とで，自転車の安全利用等についての啓発活動も一生懸命やろう
ということで，地域自転車安全利用モデル校の指定を受けました。
　学生の健康維持ということでありますが，今年度，学生相談室の組織を変更いたしました。
室長に副学生主事を充て，従来以上に学生に寄り添っていく体制にいたしました。学生相談室
の室員は，副教務主事，それから副寮務主事という主事下にいる先生達に就いていただき，よ
り連携しながら対応していくということにさせていただきました。
　それから学生は学生同士の悩みがあるということで，先ほど教務主事からお話がありました，
ＴＡ（ティーディング・アシスタント），ＳＡ（ステューデント・アドバイザー），こういう制
度を導入しながら，学生の相談にのっていこうという対応をさせていただいております。
学生の心身健康調査というのを毎年実施しております。「こころと体の健康調査」を年２回実施
しております。これは機構の方から制度として実施することとなっております。
　今年は７月の夏休みに入る前に１回，２回目は 10 月に実施いたしました。ほぼ本科の学生全
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員が回答しております。
　ここで大事なのは調査をいたしました結果，ここに希死念慮判定とございます。希死念慮と
いうのは，例えばもう死にたいという気持ちを持つことでございます。そういったものは調査
の段階で分かるようになっております。面談の要否は学生相談室に精神科の専門医と心理療法
士の専門家が２人おりまして，その先生方と一緒に配慮レベルを検討して，必要のある学生は
面談をしていくということになります。
　数といたしましては，だいたい４～５％の学生が何らかの要因を持っているということで，
長い期間をかけてカウンセリングしていくというものでございます。
　それから「いじめアンケート調査」は 10 月に実施いたしました。これもだいたい全員が回答
しますが，このアンケートに賛同してくれる学生だけ回答してくださいという制度になってお
ります。
　例えば学生が何かしらのいじめを受けた，見た，した，あるいは軽く叩かれた，足を蹴られ
た，ＳＮＳで言われ続けた，こういう項目は国のいじめ防止推進法の項目に準拠した形ですが，
こういった項目を設定しまして，これに何か引っかかった学生は今年は 20 名ぐらいおりました。
その学生に丁寧にヒアリングをしまして，チェックしております。今までのところ，ヒアリン
グは３分の２ほど終わりましたけれども，昔見たとか，そういう話でございますので，高専で
の云々ということは今のところないということは確認しております。
　それから，「いじめ防止基本方針」でございますが，資料は一部抜粋したものでございます。
これは，ホームページ上に掲載しております。いじめ防止・対応委員会で対応しますが，校長
が委員長でございます。私が副委員長ということで，こういった委員会を組織しながらきちん
と対応していくという体制になっております。
　クラブ活動でございますが，本校では体育系，文化系とコンテスト系を合わせますと全部で
34 団体ございます。東北６県の中でもかなり多い団体数を抱えている高専でございます。
　ここに昨年と今年の高専体育大会の東北地区大会というものがありますが，東北地区大会に
優勝すると全国大会に行けるというものでございます。それをロボコン等のコンテスト系も含
めてまとめてみました。
　平成 28 年度は秋田が主管で東北地区６県全部を担当するということもあったせいか，比較的
多ございました。
　今年度は初めて各県での分散開催となり，各県が２つずつ担当する制度に変わりましたが，
それでも結構頑張った結果になっております。
　特に飛行ロボットコンテストは毎年かなり頑張っており，昨年はユニークデザイン部門全国
第１位，飛行競技でも第２位という素晴らしい結果を残しております。今年は地域をデザイン
する全国高専デザインコンペティション 2017 で，全国最優秀賞，文部科学大臣賞を受賞して，
一生懸命頑張っているということでございます。
　これが昨年飛行ロボットコンテストで１位になったグループの写真でございます。
　最後に本校学生の表彰および処罰状況ということで少し厳しいお話もあります。まず，表彰
の方でございます。昨年度新たに創設した秋田高専賞でございます。これは，卒業する５年生
だけを対象にしたもので，非常に卓越した成績優秀者の授業料を免除するというものでござい
ます。この表彰は前・後期でそれぞれ行い，２名の学生を表彰いたしました。
　それから学年優秀賞でございます。これも昨年新しく創設したものでございます。学年ごと
で成績優秀だった者，その年に懲戒処分がなかった者という条件がございます。例えば，昨年
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度ちょっと悪いことして懲戒処分の者でも，今年うんと頑張れば学年優秀賞がありますという，
そういう賞を創設しました。
　今年も表彰予定でございますが，20 名というのは４学科×５学年ということでございます。
昨年は 70 名以上の者が何らかの形で表彰されております。
　こちらが４月に発行いたしました学校だよりの表紙を開きまして１枚目にこういう形で受賞
者一覧を掲載しております。５年生の受賞者一覧は早めに決まるものですから，この４月に間
に合うのですが，４年生以下は４月の前の週にしか決まりませんので，１年遅れで来年の４月
の学校だよりに掲載することになります。こういう形できっちり表彰しております。
　最後に学生の処分状況でございます。昨年，一部懲戒に関する申し合わせを改正いたしました。
何らかの違反行為により懲戒の処分を以前受けたものは２回目の懲戒の場合にはすべて無期停
学といたしました。無期停学というのは４日以上の停学の処分でございます。例えば，説諭が
ございますけれども，親御様を呼んで厳重注意をするということになりますけれども，そうい
う処分で２回目を受けると無期停学という処分に改正させていただきました。
　これは昨年度と今年度の処分を受けた学生でございますけれども，昨年度は６名で寮規則違
反者が多くなっております。今年度は，数は同じくらいですが，試験時の不正行為が少し多く，
あとは低学年のつきまとい行為，こういったものでございました。そのため，低学年の教育も
これからもっとしっかり対応していかなければいけないと思っております。
　私からは以上でございます。

大石議長：佐藤先生，ありがとうございました。時間がかなりオーバーしているので，10 分厳
守でお願いします。今 20 分でした。５番目，「寮の運営に関する事項」で，石塚寮務主事より
ご説明の程，よろしくお願いします。

Ⅴ　寮の運営に関する事項（スライド№ 71 ～№ 79 で説明）
石塚寮務主事：寮務主事の石塚政吾と申します。私，人文科学系に所属しております。私の方
からは寮の運営と寮生の状況について簡単にご説明したいと思います。
　最初の画面ですけれども，寮の外観です。学生寮，背景に青空が映っておりますけれども，
別名青雲寮と呼ばれております。
　寮の運営方針でありますけれども，寄宿舎規則というのがございまして，その第２条，目的
のところに次のように書かれてあります。「学生寮は，学生の修学及び規律ある共同生活の場と
しての教育並びに厚生の施設とする。」ということで，ポイントは修学，それから教育，厚生，
この３つを達成することを目的とした施設ということでございます。
　修学につきましては，寮生である前に本校の学生であるということを常々指導して，規則正
しい生活に基づく，まずは学業成就こそが本務であるということを忘れないようにさせたいと
思っております。
　それから教育としましては，２つの教育ということを考えております。１つは教員による寮生，
学生への教育。それからもう一つは７歳隔たりのある寮生，学生が存在しておりますので，寮
生同士，相互の教育ということを働かせて，人間形成を図っていきたいと考えております。
　厚生施設としましては，安全管理と食事の提供，健全な精神は健全な肉体に宿るということで，
食事をきちんと取って，そしてきちんとした生活リズムでもって生活する。そして各種の行事
を企画して，相互の親睦を図りながら，厚生施設としての機能を果たしていくというように考
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えております。
　そうした考えの元で，寮の運営体制ですけれども，まずは寮務スタッフというのが中心になっ
て運営を行っています。寮務主事，副主事，主事補そして寮務係が現在常勤１名，再雇用１名
の計２名の総勢５名です。
　何か調査，協議が必要な時にはそのスタッフに，更に各系から選出されました寮務委員とい
うものが加わった寮務委員会で審議・協議をしております。それから寮務主事，副主事，主事
補の指導の下に寮生会を組織しております。寮生会の規約の中にございますように，自治と協
和によって人間形成を助長していくという，こういう目的を持った組織として 11 名の役員を中
心に活動しております。後ほどその活動についてもご紹介したいと思います。
　それでは寮務の主な活動ですけれども，このような活動になっています。開閉寮式，長期休
業に入る前と休業明け，年６回，寮務のスタッフによる講話によって気持ちの切り替えを行っ
ております。
　居室点検，閉寮する時に必ずするもので年５回，５月と 11 月には生活状況を把握するという
ことで，寮務スタッフ対応のもと，寮生会主導で行っております。
　それから面談旬間，これも年２回，５月と 11 月に行っております。入寮して新しい年度が始
まって１カ月，だいぶ慣れてきたなという頃に１回，それから後期，11 月から暖房が入ります
けれども，その前に１回環境を整備しながら一緒に面談も行っております。最近は精神的に不
安を抱える学生も多くなってきていますので，そういった学生への対応ということも考えての
旬間を設定しております。寮務委員の先生方にもお手伝いいただいております。
　次に，説明会は入寮生の確保ということで，年３回行っております。進学ガイダンスと進学
説明会の際に合わせてと新規入寮生に対しての説明会を行っております。
　安全衛生管理ということで，避難訓練は年２回行っております。また，保健と体育の方とも
連携しまして，ＡＥＤの講習会，インフルエンザがこれから流行る季節になりますけれども，
それに向けた手洗い講習会を行っております。これが実際にＡＥＤの講習会を行っているとこ
ろでございます。
　また，保護者会を年１回行っております。今年は６月に実施しました。
共同学習会というのが，修学支援のために年２回，学期末の試験の前に行われております。
　次に寮生の入寮状況について説明いたします。過去３年の入寮状況を示してあります。平成
27 年度 157 名，平成 28 年度が 154 名，今年度が 151 名，いずれも４月１日当初の入寮生の数
であります。ほぼ 150 名前後で推移しております。全学生数が 840 名ぐらいですので，ほぼ全
体の 18％の学生が寮での修学をしております。
　次に寮生の一日ですが，規則正しい生活を送られるように，このように日課表を定めて生活
を送っております。
　安全サポート体制は，昼間は寮務係が寮の事務室に控えております。夜は教員が交代で宿直
をして 24 時間体制でサポートできるようにしております。中でも特に力を入れているのは朝と
夜の点呼で，まずはきちんと寮の中にいるかどうか，この確認は怠らないようにしております。
今年度，欠食管理をシステム化しておりましたけれども，更に在寮についてもシステムで対応
できるように新たな点呼システムを導入しました。これがその時の様子になります。
　このように寮生が一人ひとり face	to	face で宿直の先生のもとへ来て，体調に異常がないかど
うかを自己申告します。そうすることで自立的な生活態度を管理することができます。この手
元に持っているのが iPad で画面にこのように名前が載っていて在室，不在を確認できるように
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なっております。これを使うことによって，１カ月毎の在寮状況についてデータを活用してい
くことができるようになっております。食事についてもこのように管理しております。
　寮の経費としてかかるものは，こちらです。およそこのぐらいの額ということで，寮費につ
いては，灯油代，石油代，重油代は変動することがあり，時々見直しを図っております。
　給食費につきましては，１日の食費は 1,135 円，22 日分換算でこれぐらいの額になります。
非常にリーズナブルだと思います。
　最後に寮生会が主体になっている寮の主な行事をご紹介したいと思います。４月は新入生歓
迎会，このように新入寮生を先輩たちが迎え入れる，一人ひとり自己紹介している所です。
　５月，寮生たちも慣れて来た頃，少し朝起きるのがつらくなってくる頃ですが，早朝のサッカー
大会でまた早起きを心掛けてもらおうとしております。
　６月が最大のイベントの寮祭という行事が入ります。これは昨年から始めたそうめん流しを
やっているところでございます。
　留学生も積極的に参加しておりまして，一つブースを設けまして，今年はやりませんでした
けど，例年料理を作り提供しています。
　後期になりますと，昨年度まで出来なかったなべっこ遠足を今年復活させました。生憎の雨
天でしたが，天王グリーンランドでこのように楽しく親睦を深め合いました。
　この後は卒業生を送り出す予餞会，それから冬季の運動不足解消ということで，スポーツ大
会などを予定しております。
　以上，早足で寮の運営と寮生の活動について紹介をしていきましたけれども，課題としまし
ては施設設備がかなり老朽化しております。見た目の外観は非常に綺麗な感じに見えますけれ
ども，そうした老朽化の中でどう生活の質を確保していくのかということでございます。それ
から寮務がかなり負担過剰になっておりますので，効率化をさらに促進していきたいというこ
とと，ＩＴ化を進めたいということでございます。先ほどお話にありました，グローバルエン
ジニア育成事業への準備を寮としても進めて行きたいと考えております。
　以上で私の説明は終わります。

大石議長：石塚先生，ありがとうございました。最後は６番目になりますが，「研究・社会連携
に関する事項」を宮脇副校長よりご説明をお願いいたします。

Ⅵ　研究・社会連携に関する事項（スライド№ 80 ～№ 91 で説明）
宮脇副校長：研究・社会連携に関する事項ということで，研究担当の宮脇和人がご報告いたし
ます。よろしくお願いします。
　地域共同テクノセンターの取り組みといたしまして，ここにあります大学，長岡技術科学大学，
秋田大学などの大学，県，産業技術センター，地域企業，学術研究機関との連携を地域共同セ
ンターが行っております。具体的な活動についてご紹介いたします。最初に活動状況につきま
して，（1）から（7）まで簡単にご紹介いたします。
　（1）まず企画行事の継続的事業の開催といたしまして，①から④を実施しております。①に
関しましては最先端技術講演会として，５年生向けに実施しております。②③に関しましては
外部資金等の講習会ですので，教員向けでございます。④に関しましては技術研究会として，
各地域の企業向けに実施しております。
　（2）県内外の連携事業の参画といたしまして，第１ブロック高等専門学校テクノセンター長
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等会議に参加しました。この会議は高専といたしましては北海道，東北地区を第１ブロックと
しておりますので，７高専が連携するセンター長会議です。
　その他，秋田大学と共に，産学官共同研究拠点センター新技術説明会として，東京のＪＳＴホー
ルでの特許説明会等に参加しております。
　（3）本日皆様にお配りしております『地域共同テクノセンター報 15 号』になりますけれども，
毎年１回 700 部ほど作成しております。
　（4）知的財産権セミナーということで，これは主体が学生向けですが産学協力会の企業様に
も聞いていただいております。
　（5）コディネーターが県内企業を訪問しております。
　（6）産学連携の取り組みといたしましては，赤上産業技術センター所長にお出でいただいて
おりますが，秋田県産業技術センターとの共同研究の取り組みも行っております。
　（7）最後にあきた産学官連携フォーラムについてですが，先月秋田大学と秋田県立大学，こ
の３つの機関で連携フォーラムを実施しております。
　このような取り組みと共に，産学協力会，これについてもご紹介したいと思います。本校の
産学協力会というのは，ここにも書いてありますように，地元の企業と高専との交流のパイプ
をもっと太くすることを目的に設立されております。
　現在の会員企業といたしましては 81 社でございます。会長は本協議会にもご参加いただいて
おります菅原雅史様でございます。今年度の会員企業は，12 社ほど増加しております。
　具体的な取り組みといたしましては，定期総会が５月末に行われておりまして，その他県北，
県南でそれぞれの講演会を実施する，もしくは実施する予定になっております。県南の講演会
は明日，由利工業株式会社で実施いたします。今年度から総会，講演会において，米本校長も
参加して活発に活動しております。
　引き続きまして，簡単に共同研究，受託研究について事例紹介させていただきます。
　トピックスとして，ユニット研究室における共同研究促進事業を今年度から実施しておりま
す。体制といたしましては，ここにあります物質・材料研究機構，これはつくばにある研究所
ですが，ここが中心となって本校にユニット研究室という研究の場を設置しております。連携
としては，秋田県産業技術センター及び企業としては秋田化学工業となっております。この連
携による研究の内容としてはこちらに簡単に紹介しておりますが，炭素繊維複合材料の耐摩耗，
耐摩擦性能などを向上させる，そして，新素材の用途市場を拡大するために技術開発を行うと
いうことを今年度から実施しております。
　次に共同研究の事例ですが，本校と秋田県産業技術センターとで次世代の半導体基板研磨シ
ステムに関する共同研究を実施しております。内容としては SiC などのパワー半導体向けの難
加工性材料の高効率CMP技術の創出を目指しております。
　その他，受託研究の事例といたしましては，下肢障害者のための自転車ユニットを用いた筋
電計測に関する研究ということで，秋田県（あきた産学官連携未来創造研究事業）として実施
しております。障がい者向けの普段使用している車いすに手軽に取り付ける FES サイクリング
の開発を，企業様と秋田大学様と共同で研究し，今回は筋電計測を行いました。
　次に科研費の申請の取り組みについて簡単にご紹介したいと思います。平成 27，28，29，30
年度と申請件数はかなり伸びております。その理由といたしましては，平成 29 年度から学内の
研究費に関して，科研費に申請しないと研究費が半分になってしまうという仕組みを構築しま
した。これを米本校長が強いリーダーシップによって行った結果，このように 100％を越すよ
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うな申請率になっております。
　ただ次に出てくるのが採択件数ですけれども，残念ながら，申請数は上がりましたが，申請
数に対して採択件数は伸びておらず，今後検討する必要がある項目になっております。
　こちらは，先ほどの外部資金に関しての金額ベースでの表になっております。平成 27，28，
29 年度ということで上がっており，今年度は 11 月現在ですので，先ほどのユニット研究室分
が加わると昨年度より多くなる予定です。
　それで先ほど赤上所長からの質問に関しまして，残念ながら私の資料としてはこれしかない
ですが，先ほどお配りいたしました地域共同テクノセンター報の 86 頁を見ていただきますと，
平成 24 年度から平成 28 年度までの共同研究及び外部資金のもう少し詳しい表が出ていますの
で，そちらを参考にしていただければと思います。
　最後に，直面する課題と展望ということで，専攻科の特例認定をバネに先ほど専攻科長から
研究に関しまして，５年間で特例認定を受けなければいけない。５年間で論文２報の研究実績
が必要で，それを行うためにはグループ化によって研究業績を増強していく予定です。
　科研費は，申請率はかなり高い割合を確保いたしました。今後は採択率の向上を目指します。
なおかつ基盤Ｃの採択ノウハウは蓄積できたので，基盤Ｂへの挑戦が今後の課題になってくる
と考えております。
　科研費だけではなくその他の外部資金の獲得として，企業もしくは県との共同研究，受託研
究にいかにして取り組んでいくかが今後の課題となっております。
以上です。

〇意見交換・質疑応答
大石議長：どうもありがとうございました。それでは４番から６番までのご説明に対して，ご
意見，コメント，ご質問ございますでしょうか。

佐川委員：研究に関してですが，私若い頃，編集現場にいた頃，秋田高専と言えば将棋の米長
邦夫さんのお兄さんが先生でいらして，その方が数学的な手法を用いたプロ野球の日本シリー
ズの対戦チームの戦力分析をするだとか，あとは将棋の棋士の方々のいろんな戦術を分析され
たとのことで，新聞紙上でも報じましたが，非常にユニークな研究をしているなというのが伝
わってきました。
　そういう意味からしますとただ今のご説明やシーズ集を拝見する限り，専門的な領域で企業
とつながる分には確かに有効でしょうが，やはり社会，地域とつながるという点では，表現の
部分でなかなかとっつきにくい部分もあります。これは情報発信がやや不足しているのではな
いかというような印象を持っております。新聞社も含めて，テレビ局もそれほど敷居は高くな
いので，どんどんアピールした方がいいと思います。
　うちもかつては大学担当という専門の記者がおりまして，秋田大学様をはじめとして，研究
室をコツコツ回って歩いて，ユニークな研究や地域に役に立つ研究がないのかということを取
材していた時期もありましたが，なかなか記者が悠長に一人専門分野を持つことが最近難しく
なりまして，研究室を地道に回る機会は少なくなりました。
　逆に大学あるいは高専の現場から，今こんなことをやっていますよというものがありました
ら，どんどんアピールしていただきたいなと思います。こちらの方ではそれを排除することは
ありませんし，むしろ歓迎いたしますということをお伝えしたくて。
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米本校長：わかりました。アドバイスをしっかりと実現の方向にしたいと思います。とにかく
今の話でも，我々の方から，新聞，いわゆる報道機関の方に投げ込みでもなんでも出すという
ことが必要だと思います。しっかり頑張っていきたいと思います。ご助言，ありがとうござい
ました。

大石議長：秋田高専さんは定例記者会見の日というのは，決まっているのですか。

米本校長：ありません。

大石議長：うちは強制的に毎月１回決まっております。ただし，記事がないと１カ月スキップ
することはあります。毎月は大変なので，例えば年２回と記者会見の日を決めると意外とうま
くいくケースだと思います。

米本校長：実は私，２年前まで東北大学におりましたけれど，東北大学の工学部は，確かに広
報が不足しているということで，広報委員会というのを作り，毎月必ず記者発表をすると決め
ました。そうすると今度は委員会から学科の方に発表ネタについて圧力がかかってくる訳です。
圧力というか，「何かありませんか」，「ありませんか」という具合で。
　そういうことで一生懸命やると自然にそこからまた出てくると思いますので，今私がどれだ
け皆さんに圧力をかけられるか分かりませんけれども，本校にもそういう形でできればやって
いきたいと思っております。ありがとうございます。

大石議長：他にございますでしょうか。

赤上委員：産業技術センターの赤上でございます。共同研究についてご回答いただきましてあ
りがとうございました。科研費に非常に申請されているということであれば，シーズをお持ち
の先生方がたくさんいらっしゃると思いますので，もう少し企業側にお伝えをして，一緒になっ
て共同研究に取り組んでいただければ，額はちょっとわかりませんけれども，研究費に繋がっ
ていきましょうし，人との繋がりになっていくこともありますので，是非ともここを強化する
ということをご検討していただければ，ＣＯＣ＋にも自然と繋がっていくと思いますので，よ
ろしくお願いしたいなと考えております。

米本校長：我々もやっているつもりではおるのですけれども，こんなに十分やっていますよと
言えるような状況でございませんので，引き続きもっと強化してやっていく必要があるかと思
います。宮脇先生，よろしいですよね。

宮脇副校長：はい。

大石議長：他にございますでしょうか。

村岡委員：秋田大学の村岡でございます。科研費申請率 100％，校長先生のリーダーシップで
実現されていること，見事で驚いております。基礎教養関連の先生方も含めて 100％というこ
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とですか。

宮脇副校長：一人で複数出す教員もおりますので，そのような割合となっております。

米本校長：現実問題として出していない教員は，非常に少ないです。

宮脇副校長：少ないですね。

村岡委員：素晴らしいです。

米本校長：理由は簡単です。出さなかったら，通常のいわゆる運営費交付金からの研究費配分
を減らしますというと，皆さん申請してくれます。

村岡委員：私どもも学部のカウンシルをやっておりまして，米本先生にも学部運営委員として
いろいろご助言をいただいているところです。また，産業技術センターから赤上所長にも学部
運営委員として参加していただいており，特に企業との連携，共同研究関連でアドバイスをい
ただいております。とにかく地域に企業が少ないと言い訳をするのではなく，地域の企業と一
緒になって国の競争的資金を獲得できるような，そういう取り組みをするのが大学の仕事じゃ
ないか，というご助言は心に響き，非常に重要なことだと思いますので情報提供しておきます。

大石議長：他にないでしょうか。

石井委員：インターンに関してですけど，インターンで企業に来た学生は，その企業に対して
インターンで活動した感想やどういうことを学んだということを出す体制になっていますか。

米本校長：それはやっております。報告は必ずするようにしております。

石井委員：企業に対してはいかがでしょうか。

米本校長：企業というか，学校です。学校の方に，そのレポートを出すようにはなっています。
ただ会社によっては発表会を会社の方で最後に実施したり，あるいは会社の方に簡単なレポー
トを提出して，学校で改めてまた別の学校資料のレポートを出すという場合もあるようです。

石井委員：実はうちは今年受け入れたのですけれども，他のインターン，工業高校とか，他の
所からは最後に必ずこういうことでこういうことが勉強になりましたとか，苦情があれば苦情
も含めてレポートが来ていたものですから，以前から希望していた高専のインターンを今年初
めて受け入れることが出来て，とても優秀な学生さんでしたけれども最後にレポートが来ませ
んでした。こちらからは求めなかったのですけれども。その時にできれば企業向けに必ず何か
作文でもいいので出すような指導をしていただければいいのではないかなと思いました。

米本校長：そこは我々として，今やっていることというのは企業から求められれば出すという
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形で，逆に言うと他の学校は何もなくても出しているということですが，今の私どもは同じ事
を全部やるというつもりはございません。
　それでは，ご指摘にもありますので，本校で報告会を実施しましたので，それが必要かどう
か受入先に確認したうえで対応させていただきたいと思います。ありがとうございます。

赤上委員：実は私，内閣府の地域活性化伝道師というのを前からやっているのですけれども，
その友達で東京オリパラの経済関係の委員をやっていて，インターンシップの在り方というの
を考えている人間がおります。企業に行って，例えば県内企業さんでものづくりをしているそ
のラインに１週間入るのではなくて，その経営トップにあなたの人生はどうですかとか，この
会社についてどう思われますか，どういうふうに発展させたいビジョンをお持ちですかという
ようなことを伺い，それを２分間ぐらいのビデオにまとめる。そうすると学生達は伝える力，
編集能力がついてくるそうです。
　そういったことが将来，就職するにあたって，面接やそういう時に非常に役に立つというよ
うな報告を聞いております。
　単にその会社に行って，時間を過ごすのではなくて，経営トップも忙しいでしょうけれども，
そういった仕組みを織り込んでいただければ，学生さんとしての伸びしろというのは拡大する
と思われますので，ご参考にしていただければと思います。

米本校長：参考にさせていただきますけれども，それはむしろ経営，会社の方に言っていただ
くことかと思います。我々の方からインターンシップで派遣しますが，お宅の会社でこういう
ことやってください，ああいうことをやってくださいと言える立場ではございません。
　秋田県の何かの会の時，そういうことをやっている会社があるということを，社長さんご自
身が言っていることがありました。ですから，それは非常に素晴らしいことだと思いますので，
是非インターンシップを受ける会社の方にそういう形を広めていただけると非常にいいと思い
ます。

赤上委員：会社の方にお伝えしますし，できれば学校側からも，そういうリクエストをして双
方向でやっていただくと，もっと効率アップするかと思います。
　あと一点だけ，先ほどいじめの話がありましたが，15 歳から 20 歳ぐらいまで非常に多感な
時期ということがございまして，やはり声に出さない，声に出せない子ども達がいるのではな
いかということは心配しているところです。
　ああいう形で計画的にやられているというのはあるのですが，これはどうやって救えばいい
かという，正解を持ってはいないのですけれども，なんとか寄り添っていただけないかなと思っ
ております。これは実例がある訳ではないですけれど，非常に多感な時期をこの高専で過ごさ
れていることを考えると，そこら辺をいかにして目を届けるかということになると思いますの
で，是非とも寄り添っていただくようなことをお考えいただければなと思います。
　今後ますます心の病が増えていきそうな感じもいたしますので，よろしくお願いしたいなと
思います。

米本校長：そこは実はアンケートという形で実施しております。いじめに関しましてはもちろ
ん秘密保持の形で，それから健康に関しましても２年ぐらい前から始めました。だからそうい



− 39 −

うことでさっきも佐藤先生からありましたが，５％ぐらいの学生から色々なアクションがあり
ます。ただそれ以上のことが，何ができるかなあというのがありますので，まずはそれを元にしっ
かりやるということでやらせていただきたいと思います。

赤上委員：ちょっと気になったのが100％の回答がないっていうところです。その理由は何でしょ
うか。

米本校長：これは強要しないということです。こういうアンケートを絶対出しなさいというこ
とで強要があると，これがまた問題になる訳です。もちろん，問題のある学生は出してくださ
いとはお伝えしております。ただそれ以上は絶対強要しません。「誰々さんが出してない」とい
うことをやりますと，それがまた別の問題を起こしますので，そこはそういう意味で強要しな
いということです。

赤上委員：わかりました。

大石議長：うちの大学で修士に入った学生の先生と全く違う先生と１年に２回面談日を決めて
やっております。ほとんどはサインして終わるのですけれど，たまにそれにひっかかって問題
を言ってくる学生と，全く来ない学生が見つかることがあります。だいたい120名いると90何％
以上は何もないです。全く違う先生に会いに行って，何もなければサインで終わりというその
方が結構いいかもしれないと思います。これは，コメントです。

（９）議長まとめ
大石議長：他にございますか。予定では16時 50分に終わるはずでしたが，このような時間となっ
てしまいました。
　私からまとめをお話させていただくことになっていたのですが，この資料を見てみますと，
本当に熱心にやられているので，とても良い資料と良い報告を受けたと思っております。
　皆様から意見とコメントが非常に多いので，これはこの後の懇談会の時に意見を言っていた
だければなと思います。私からは以上です。マイクを司会の企画室長の方にお渡しします。

工藤企画室長：大石議長，どうもありがとうございました。本日は大変貴重なご意見，ご助言
を皆様方からいただきまして，誠にありがとうございました。
　それでは米本校長から運営協議会委員の皆様に御礼を申し上げます。

（10）校長御礼
米本校長：御礼を申し上げます。本当に貴重なご意見をたくさんお寄せいただきまして，誠に
ありがとうございます。この後でございますけれども，今日の議事を録音しておりますので，
これを文書にしまして，それぞれの委員の皆様にお届けするということで，その時にこんなこ
と言ってなかったとか，また出てくるかと思いますので，その辺を直していただいて，我々の
方も回答に関しても，特に私なんかしゃべり方が下手なものですから，何言っているか分から
ないことがあるかと思いますけれども，もう１回文書にした時に正しくなるようにしたいと思
います。
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　現在 12 月なものですから，来年に入るかと思いますけれども，今年度中に冊子の形で最終的
にこの協議会をまとめるという形にしたいと思います。そういう意味で，もう一度委員の皆様
のところにお手数がかかることがあるかと思いますけれども，是非よろしくお願いいたします。
本日は誠にありがとうございました。

工藤企画室長：本日は長時間にわたりまして，本校の平成 29 年度の活動につきましてご議論を
賜り，誠にありがとうございました。これをもちまして，秋田工業高等専門学校運営協議会第
一部を閉じさせていただきます。本日はありがとうございました。
　なお引き続き懇談会を開催いたします。ご出席の方々につきましては，この場にお残りいた
だきますようにお願いいたします。この後会場の方へご案内いたしますので，しばし休憩とさ
せていただきます。ありがとうございました。

（11）懇 談 会

（12）閉　　会
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証

書
授

与
式

8
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５
．
国
際
交
流

9

年
度

大
学

平
成

２
７

年
度

（
人

）
平

成
２

８
年

度
（

人
）

平
成

２
９

年
度

（
人

）

派
遣

受
入

派
遣

受
入

派
遣

受
入

リ
ー

ル
地

域
技

術
短

期
大

学
（

フ
ラ

ン
ス

）
３

４
３

３
２

３

ト
ゥ

ル
ク

応
用

科
学

大
学

（
フ

ィ
ン

ラ
ン

ド
）

０
２

０
１

０
０

ベ
ト

ナ
ム

中
央

地
域

工
科

経
済

水
資

源
大

学
０

２
０

２
０

０

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

ポ
リ

テ
ク

ニ
ッ

ク
１

６
１

５
１

合
計

１
９

８
１

８
６

３
(1
1
/
3
0
)

３
(1
1
/
3
0
)

地
域
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
捗
状
況

平
成

２
７
年

度
平

成
２
８
年

度
平

成
２
９
年

度

授
業

４
年

地
域
史

４
年

地
域
産
業
Ⅰ

４
年

地
域
産
業
Ⅰ

４
年

地
域
産
業
Ⅱ

５
年

地
域
産
業
Ⅱ

５
年

地
域
計
画

研
究
会

（
東
京
、
秋
田
）

２
回

４
回

１
回

講
演
会

（
地
域
理
解
）

１
回

８
回

５
回

（
＋
３
回
予
定
）

研
修
会

（
課
題
解
決
）

１
回

２
回

１
回

（
＋
２
回
予
定
）

県
内

就
職

１
５
人

（
１
２
．
８
％

）
２
７
人

（
２
２
．
７
％

）
１
４
人

（
１
０
/
３
１
）

1
1

拠
点
⼤
学
：
秋
⽥
⼤
学

参
加
⼤
学
：
秋
⽥
県
⽴
⼤
学
・
秋
⽥
⼯
業
⾼
等
専
⾨
学
校

秋
⽥
⼤
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
は
、
３
つ
の
柱
で
展
開


第
１
の
柱
「
6⼤

学
連
携
に
よ
る
『
秋
⽥
お
ら
ほ
学
』
の
展
開
」


第
２
の
柱
「
3⼤

学
と
地
元
企
業
群
に
よ
る
就
業
⽀
援
・
若
者
定
着
シ
ス
テ
ム
の
形
成
」


第
３
の
柱
「
ふ
る
さ
と
秋
⽥
の
魅
⼒
形
成
モ
デ
ル
づ
く
り
」

秋
⽥
⾼
専
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
の
到
達
⽬
標

１
．
地
域
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
そ
の
認
定
制
度
に
よ
っ
て
、
卒
業
⽣
の
地
域
定
着

２
．
Ａ
タ
ー
ン
採
⽤
に
よ
っ
て
、
即
戦
⼒
と
な
る
⼈
材
の
地
域
定
着

３
．
新
卒
者
の
県
内
就
職
率
を
20
19
年
ま
で
に
現
状
の
１
０
％
増

（
就
職
希
望
者
13
5⼈

×
20
%
=
27
⼈
）

６
．
地
(知

)の
拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業

(C
O
C
+
)

1
0

N
o.
12

平
成

2
9
年

度
秋

田
工

業
高

等
専

門
学

校
営

協
議

会

Ⅱ
教
育
に
関
す
る
事
項
（
本
科
）

副
校

長
（
教

育
担

当
）
・
教

務
主

事
安

東
至

資
料
４
－
２

1
2
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N
o.
13


高

専
の

位
置

付
け

1
2

3
4

5

高
等

専
門

学
校

（
高

専
）

本
科

：
５
年

高
校

：
３
年

高
専

専
攻

科
：
２
年

6
7

大
学

：
４
年

短
大

：
２
年

大
学

院
：
２
年

４
年

生
に
編

入
学

３
年

生
に
編

入
学

進
学

就 職

•
５
年
間
勉
強
し
ま
す

•
卒
業
の
と
き
に
短
大
と
同
じ
「
準
学
士
」
と

な
り
ま
す

専
攻
科
で
は
フ
ラ
ン
ス
４
技
術
短
期
大
学
に
短
期

留
学
で
き
ま
す
（
リ
ー
ル
Ａ
，
カ
レ
ー
，

ベ
ト
ゥ
ー
ヌ
，
フ
ラ
ン
ス
技
術
短
期
大
学
）

1
3

N
o.
15

1
.
学

生
在

籍
状

況
H
2
9
.
4
.
1

機
械

工
学

科
電

気
情

報
工

学
科

物
質

工
学

科
環

境
都

市
工

学
科

合
計

2年
43

（
3）

43
（
10

）
40

（
17

）
42

（
13

）
16

8（
43

）

3年
40

（
0）

38
（
5）

42
（
18

）
42

（
9）

16
2（

32
）

4年
43

（
2）

46
（
5）

40
（
11

）
39

（
11

）
16

8（
29

）

5年
36

（
0）

36
（
7）

39
（
13

）
39

（
8）

15
0（

28
）

合
計

16
2（

5）
16

3（
27

）
16

1（
59

）
16

2（
41

）
64

8（
13

2）

生
産

シ
ス
テ
ム

工
学

専
攻

環
境

シ
ス
テ
ム

工
学

専
攻

合
計

1年
14

（
1）

9（
0）

23
（
1）

2年
13

（
0）

4（
1）

17
（
1）

合
計

27
（
1）

13
（
1）

40
（
2）

1年
創

造
シ
ス
テ
ム
工

学
科

16
8（

40
）

本 科 専 攻 科

8
1
8
名

（
女

子
1
7
2
名

）
が

在
籍

1
5

N
o.
14

１
.
学

生
在
籍
状
況

２
.
学

科
改
組
に
つ
い
て

３
.
入

学
者
受
入
方
針
の
制
定

４
.
入

学
生
確
保
の
取
組
と
入
学
志
願
者
状
況

５
.
卒

業
認
定
方
針
の
制
定

６
.
教

育
課
程
方
針
の
制
定

７
.
モ

デ
ル
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
(
M
C
C
）

８
.
W
e
b
シ
ラ
バ
ス

９
.
教

育
環
境
整
備

1
0
.
学

習
サ
ポ
ー
ト

1
1
.
グ

ロ
ー
バ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
育
成
事
業
ー
計
画
ー

1
2
.
進

路
関
係

教
育

に
つ

い
て

1
4

N
o.
16

H
2
8
年
ま
で
の
秋
田
高
専

1
.
４

学
科

体
制

2
.
入

学
時

に
専

門
分

野
が

決
定

！

各
専

門
で

何
を

学
ぶ

の
？

違
い

は
？

自
分

が
進

み
た

い
の

は
本

当
に

こ
の

学
科

？

〜
社

会
の

要
望

〜

飛
び

抜
け

た
高

度
な

得
意

分
野

を
持

て
！

隣
接

分
野

の
基

礎
知

識
も

持
て

！

学
科

体
制

を
抜

本
的

に
見

直
し

５
年

機 械 工 学 科

物 質 工 学 科

環 境 都 市 工 学 科

電 気 情 報 工 学 科

４
学

科
体

制

４
年

３
年

２
年

１
年

２
.
学

科
改

組
に

つ
い

て

1
6
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N
o.
19

各
系

を
学

ぶ

分
野
(系

)の
選

択
各

系
の

基
礎

を
学

ぶ

領
域

の
選

択
飛

び
抜

け
た

能
力

育
成

創
造

シ
ス
テ
ム
工

学
科

（
H
29

年
度

〜
）

隣
接

す
る
融

合
分

野
の

基
礎

知
識

を
カ
バ

ー

機
械

系

電 気 エ ネ ル ギ ー

シ ス テ ム コ ー ス

空 間 デ ザ イ ン コ ー ス

情 報 ・ 通 信 ネ ッ ト

ワ ー ク コ ー ス

マ テ リ ア ル ・

プ ロ セ ス 工 学 コ ー ス

バ イ オ ・ ア グ リ

工 学 コ ー ス

国 土 防 災

シ ス テ ム コ ー ス

電
気

・
電

子
・

情
報

系
物

質
・
生

物
系

土
木

・
建

築
系

知 能 機 械 コ ー ス

機 械 シ ス テ ム コ ー ス

コ
ー
ス
は

定
員

無
し

1
9

N
o.
17

〜
求

め
ら

れ
る

人
物

像
〜

飛
び

抜
け

た
高

度
な

得
意

分
野

隣
接

分
野

の
基

礎
知

識

1
7

N
o.
20

科
目

配
置

図

2
0

N
o.
18

〜
再

編
後

の
育

成
技

術
者

像
〜

1
8



− 46 −

N
o.
21

創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科

融
合
複
合
専
門
科
目

配
置
図

2
1

N
o.
23

３
.
入

学
者

受
入

方
針

の
制

定

１
．

理
数

系
に

興
味

の
あ

る
人

２
．

新
し

い
こ

と
を

知
り

た
い

，
理

解
し

た
い

と
い

う
学

習
意

欲
の

あ
る

人

３
．

自
ら

新
し

い
こ

と
に

取
り

組
む

な
ど

，
チ

ャ
レ

ン
ジ

精
神

旺
盛
な

人

４
．

も
の

づ
く

り
に

関
心

の
あ

る
人

2
3

N
o.
22

2
2

N
o.
24


オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

参
加

者
数

年
度

平
成
２

７
年

度
平
成
２

８
年
度

平
成

２
９

年
度

生
徒

２
３

６
２
５
０

２
３

１

保
護
者

１
０

４
１
１
４

１
１

２

教
員

１
５

１
３

１
５

塾
講
師
等

ー
ー

７

合
計

３
５

５
３
７
７

３
６

５


進

学
ガ

イ
ダ

ン
ス

参
加

者
数

年
度

平
成
２

７
年

度
平
成

２
８
年

度
平
成
２

９
年
度

生
徒

１
７

９
１
３
９

１
１

５

保
護
者

１
３

７
９
２

６
６

教
員

４
６

７

塾
講
師
等

ー
９

６

合
計

３
２

０
２
４
６

１
９

４

４
.
(
1
)
入

学
生

確
保

の
取

組

2
4
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N
o.
25

４
.
(
2
)
入

学
志

願
者

状
況


志

願
者

数
の
推
移

年
度

学
科

平
成
２
７
年
度

平
成

２
８

年
度

平
成

２
９

年
度

志
願
者
数

推
薦
(
内
数
)

志
願
者
数

推
薦
(
内
数
)

志
願
者
数

推
薦
(
内
数
)

機
械

３
４

７
５
８

３
２

創
造

シ
ス

テ
ム

工
学

科

電
気
情
報

５
２

２
７

５
７

３
５

物
質

４
１

２
０

４
１

２
８

環
境
都
市

４
１

１
５

５
８

３
２

合
計

１
６
８

（
1
.0
5
倍
）

６
９

(
0
.
8
6
倍

)
２
１
４

（
1
.3
4
倍

)
１
２

７
(
1
.
5
9
倍

)
１

８
８

(1
.1
8倍

)
１

２
０

(
1
.
5
0
倍

)

2
5

N
o.
27

平
成

２
７
年

度
地
域
別
志
願
者
比
率

平
成

２
８
年

度
平

成
２
９
年

度

15
歳

人
口

構
成

比
県

北
２
２
%
，
中

央
５
０
%
，
県

南
２
８
%

（
平

成
26

年
10

月
1日

）
2
7

N
o.
26


女
子
志
願
者
数
の
推
移

年
度

学
科

平
成
２

７
年
度

平
成
２

８
年
度

平
成
２

９
年

度

志
願
者
数

推
薦
(
内
数
)

志
願
者
数

推
薦
(
内
数
)

志
願
者
数

推
薦
(
内
数
)

機
械

０
０

３
２

創
造

シ
ス

テ
ム

工
学

科
電
気
情
報

４
３

１
１

８

物
質

１
８

７
２
０

１
４

環
境
都
市

９
３

１
３

７

合
計

(
％
)

３
１

(
１

８
.
５

)
１
３

(
１

８
.
８

)
４
７

(
２

２
.
０

)
３

１
(
２

４
.
１

)
４
１

(
２

１
.
８

)
３
３

(
２

７
.
５

)

合
格

者
数

(
％

)
３

０
(
１

９
.
３

)
１

３
(
１

８
.
８

)
４

３
(
２

５
.
６

)
２

５
(
３

１
.
３

)
４

０
(
２

３
.
８

)
２

７
(
３

３
.
８

)

2
6

N
o.
28

５
.
卒

業
認

定
方

針

(A
) 人

類
の
幸
福

目
標

：
地

球
環

境
や

人
間

社
会

と
技

術
の

調
和

を
視

野
に
入

れ
て
人

類
の

幸
福

を
考

え
，
技

術
者
倫
理
を
理
解
し
，
責
任
あ
る
行
動
が
と
れ
る
。

(健
康
・
誠
実

) (
責
任

)

(B
) 工

学
基
礎
知
識
の
修
得

目
標

：
生

産
の

現
場

に
不

可
欠

な
実

践
的

か
つ
専

門
的

な
知

識
と
技

術
を
有

す
る
。

(C
) 専

門
的
知
識
の
充
実

目
標

：
自

ら
問

題
を
発

見
・
解

決
す
る
能

力
を
備

え
，
生

涯
に
亘

っ
て
自

ら
学

ぶ
こ
と
が

で
き
る
。

(D
) コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
目

標
：
産

業
社

会
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ

ル
化

に
対

応
す
る
た
め
，
正

し
い
日

本
語

で
表

現
(記

述
・
口
述
・
討
論

) し
，
か

つ
国

際
的

に
通

用
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
有

す
る
。

(E
) 技

術
の
発
展

目
標

：
複

雑
で
多

岐
に
亘

る
工

業
技

術
分

野
に
貢

献
で
き
る
技

術
を
有

し
，
融

合
複

合
領

域
に

も
対
応
で
き
る
能
力
を
備
え
る
。

2
8



− 48 −

N
o.
29

(A
) 人

類
の
幸
福

(A
-1

)
自

国
と
他

国
の

社
会

と
文

化
の

違
い
を
認

め
，
健

全
で
多

様
な
価

値
観

を
理

解
で
き

る
。

(健
康
・
誠
実

)
(A

-2
)
技

術
者

倫
理

を
理

解
し
，
技

術
者

と
し
て
責

任
あ
る
行

動
を
と
る
こ
と
が

で
き
る
。

(責
任

)

(B
) 工

学
基
礎
知
識
の
修
得

(B
-1

)
数
学
，
自
然
科
学
お
よ
び
情
報
技
術
に
関
す
る
基
本
的
知
識
を
修
得
し
て
い
る
。

(B
-2

)
基

礎
工

学
と
専

門
基

礎
の

知
識

や
技

術
を
修

得
し
，
基

本
的

な
現

象
や

シ
ス
テ
ム

に
対
し
て
説
明
と
問
題
解
析
が
で
き
る
。

(C
) 専

門
的
知
識
の
充
実

(C
-1

)
得

意
と
す
る
専

門
分

野
の

問
題

を
発

見
し
，
解

決
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

(自
立

)
(C

-2
)
実
験
・
実
習
科
目
を
通
し
て
実
践
的
な
知
識
を
身
に
付
け
る
。

(C
-3

)
企

業
で
の

実
体

験
な
ど
を
も
と
に
，
地

域
や

社
会

の
要

求
し
て
い
る
内

容
を
理

解
で

き
る
。

(協
働

)
(C

-4
)
限

ら
れ

た
時

間
内

で
，
個

別
に
，
あ
る
い
は

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
，
技

術
的

問
題
を
含
む
課
題
に
取
り
組
み
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(協
働

・
挑

戦
)

６
.
教

育
課

程
方

針
（

１
）

2
9 N
o.
31

教
育

課
程

方
針

に
従

っ
た

科
目

関
連

表

3
1

N
o.
30

(D
) コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
(D

-1
)
正
し
い
日
本
語
で
表
現

(記
述
・
口
述
・
討
論

) す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(D
-2

)
英

語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
必

要
な
基

本
的

能
力

を
身

に
付

け
る
。

(E
) 技

術
の
発
展

(E
-1

)
専

門
領

域
お
よ
び
複

合
領

域
の

専
門

知
識

を
統

合
し
て
，
目

的
を
達

成
す
る
た
め

の
問
題
解
決
と
デ
ザ
イ
ン
に
寄
与
で
き
る
。

(挑
戦

)
(E

-2
)
技

術
分

野
の

問
題

を
理

解
し
，
自

主
的

継
続

的
に
学

び
な
が

ら
，
開

発
・
研

究
を

行
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
。

(創
造
・
研
究

)

６
.
教

育
課

程
方

針
（

２
）

3
0

N
o.
32

７
.
モ

デ
ル

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

(
M
C
C
)

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

国
立

高
専

の
す

べ
て

の
学

生
に

到
達

さ
せ

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
最

低
限

の
能

力
水

準
・

修
得

目
標

モ
デ

ル
高

専
教

育
の

よ
り

一
層

の
高

度
化

を
図

る
た

め
の

指
針

８
.
W
e
b
シ

ラ
バ

ス

M
C
C
に

準
拠

し
，

講
義

目
的

，
毎

回
の

授
業

内
容

，
到

達
目

標
に

つ
い

て
定

め
，

達
成

度
評

価
（

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

）
を

実
施

す
る

W
e
b
上

で
確

認
で

き
，

科
目

間
の

紐
づ

け
可

能
3
2
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N
o.
33

８
.
W
e
b
シ

ラ
バ

ス
（

講
義

要
項

）

3
3

N
o.
35

９
.
教

育
環

境
整

備

Ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

，
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
推

進
の

た
め

の
I
C
T
環

境
整

備

複
数

ク
ラ

ス
に

対
応

し
た

多
目

的
教

室
の

整
備

1
0
.
学

習
サ

ポ
ー

ト

Ｔ
Ａ

，
Ｓ

Ａ
を

活
用

し
た

学
習

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

制
度

T
O
E
I
C
，

英
検

，
漢

検
な

ど
の

指
導

サ
ポ

ー
ト

3
5

講
義

目
的

，
内

容
，

到
達

目
標

，
評

価
方

法
な

ど
授

業
に

関
す

る
情

報
を

全
科

目
に

つ
い

て
公

開
3
4

N
o.
36

1
1
.
グ

ロ
ー

バ
ル

エ
ン

ジ
ニ

ア
育

成
事

業
ー

計
画

（
高

専
寮

の
積

極
的

活
用

）
ー

中
学

＆
高

専
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
キ

ャ
ン

プ
（

参
加

人
数

3
0
人

）

夏
季

休
業

中
に

高
専

寮
を

活
用

し
た

理
数

系
の

課
題

解
決

型
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
と

英
語

の
特

別
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

早
期

技
術

者
教

育
（

３
泊

４
日

）
と

し
て

実
施

す
る

。

グ
ロ

ー
バ

ル
基

礎
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
1
〜

3
年

：
4
0
人

/
学

年
）

英
語

に
よ

る
英

語
，

一
部

文
系

・
自

然
科

学
系

授
業

を
実

施
す

る
。

国
際

教
養

大
学

の
イ

ン
グ

リ
ッ

シ
ュ

ビ
レ

ッ
ジ

へ
の

参
加

を
推

奨
し

，
本

校
に

お
い

て
夏

季
集

中
英

語
講

義
を

実
施

す
る

。

グ
ロ

ー
バ

ル
エ

ン
ジ

ニ
ア

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

4
〜

5
年

：
1
6
人

/
学

年
）

特
別

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
英

語
に

よ
る

夏
季

専
門

科
目

集
中

講
義

を
実

施
す

る
。

5
年

後
期

に
卒

業
研

究
単

位
と

し
て

読
替

で
き

る
長

期
海

外
技

術
研

修
を

実
施

し
，

グ
ロ

ー
バ

ル
エ

ン
ジ

ニ
ア

と
し

て
T
O
E
I
C
 
6
0
0
点

以
上

の
英

語
に

よ
る

高
い

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
基

礎
力

を
確

保
す

る
。

3
6



− 50 −

N
o.
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創
造

シ
ス
テ
ム
工
学
科

土
木
・

建
築
系

電
気
・

電
子
・

情
報
系

機
械
系

物
質
・

生
物
系

機 械 シ ス テ ム コ ー ス

知 能 機 械 コ ー ス

情 報 ・ 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク コ ー

ス

マ テ リ ア ル ・ プ ロ セ ス 工 学 コ ー ス

バ イ オ ・ ア グ リ 工 学 コ ー ス

国 土 防 災 シ ス テ ム コ ー ス

空 間 デ ザ イ ン コ ー ス

電 気 エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム コ ー ス

５
年

４
年

３
年

２
年

１
年

グ ロ ー バ ル エ ン ジ ニ ア プ ロ グ ラ ム

5
年

次
・
1
0
月

〜
2
月

の
5
ヶ

月
に
渡

る
海

外
技

術
研

修

中
学

＆
高

専
連

携
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
：
早

期
技

術
教

育
（
中

学
生

に
よ
る
宿

泊
を
伴

う
高

専
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
【
高

専
キ
ャ
ン
プ
】
）

中
学

グ ロ ー バ ル 基 礎 プ ロ グ ラ ム

グ ロ ー バ ル 基 礎 プ ロ グ ラ ム

グ
ロ
ー
バ

ル
エ
ン
ジ
ニ
ア

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

人
数

は
各

系
・
各

コ
ー
ス
２
名

程
度

英
語

に
よ
る
専

門
授

業

英
語

に
よ
る
自

然
科

学
系

授
業

英
語

に
よ
る
文

系
（
社

会
系

）
授

業

英
語

に
よ
る
英

語
授

業

長
期

休
業

中
の

英
語

系
集

中
講

義

1〜
3年

は
公

立
大

学
法

人
・
国

際
教

養
大

学
の

英
語

研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム

「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

ビ
レ
ッ
ジ
」

に
参
加

全
体

概
要

グ ロ ー バ ル エ ン ジ ニ ア プ ロ グ ラ ム

グ ロ ー バ ル エ ン ジ ニ ア プ ロ グ ラ ム

グ ロ ー バ ル エ ン ジ ニ ア プ ロ グ ラ ム

グ ロ ー バ ル エ ン ジ ニ ア プ ロ グ ラ ム

グ ロ ー バ ル エ ン ジ ニ ア プ ロ グ ラ ム

グ ロ ー バ ル エ ン ジ ニ ア プ ロ グ ラ ム

グ ロ ー バ ル エ ン ジ ニ ア プ ロ グ ラ ム

グ ロ ー バ ル エ ン ジ ニ ア プ ロ グ ラ ム

グ ロ ー バ ル 基 礎 プ ロ グ ラ ム

グ ロ ー バ ル 基 礎 プ ロ グ ラ ム

グ ロ ー バ ル 基 礎 プ ロ グ ラ ム

大
括
り
入
学
さ
せ
、
専
門
教
育
は
学
科
共
通
の
基

礎
科
目
を
設
定

3
7

N
o.
39

卒
業

生
数

(女
）

求
人

数
(県

内
）

就
職

内
定

者
数

(女
）

県
外

内
定

数 （
女

）

県
内

内
定

数 （
女

）

求
人

倍
率

進
学

者
数

（
女

）

大
学

内
定

数
（
女

）

専
攻

科
内

定
数

（
女

）

進
路

未
定

（
女

）

機
械

工
学

科
4
0
（
2
）

5
5
4

（
2
0
）

3
0

（
2
）

2
0

（
1
）

1
0

（
1
）

1
8
.5

1
0

（
0
）

4
（
0
）

6
（
0
）

0

電
気

情
報

工
学
科

3
9

(1
)

5
9
2

（
1
9
）

2
8

（
0
）

2
5

（
0
）

3
（
0
）

2
1
.1

1
1

（
1
）

3
（
0
）

8
（
1
）

0

物
質

工
学

科
3
9

(1
4
)

2
7
9

（
9
）

2
6

（
1
0
）

2
3

（
9
）

3
（
1
）

1
0
.7

1
3

（
4
）

1
2

（
4
）

1
（
0
）

0

環
境
都

市
工
学

科

3
9

(6
)

3
7
6

（
1
7
）

2
5

（
4
）

1
8

（
2
）

7
（
2
）

1
4
.5

1
3

（
1
）

5
（
1
）

8
（
0
）

1
（
1
）

合
計

1
5
7

（
2
3
）

1
8
0
1

（
6
5
）

1
0
9

（
1
6
）

8
6

（
1
2
）

2
3

（
4
）

1
6
.4

4
7

（
6
）

2
4

（
5
）

2
3

（
1
）

1
（
1
）

昨
年

の
進

路
状

況
H
2
9
.
3
.
3
1

1
2
.
進

路
関

係

3
9

５
年

４
年

３
年

２
年

１
年

英
語
に
よ
る
英
語
授
業

英
語
に
よ
る
文
系
（
社
会
系
）
授
業

英
語
に
よ
る
自
然
科
学
授
業

英
語
に
よ
る
技
術
講
演
会

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ビ
レ
ッ
ジ

海 外 技 術 研 修

グ ロ ー バ ル エ ン ジ ニ ア 能 力

長
期
夏
季
休
暇
中
の
集
中
講
義

英
語
に

よ
る

専
門
授
業

実
施

体
制

図

中 学 ＆ 高 専 連 携

エ ン ジ ニ ア リ ン グ キ ャ ン プ （ 30 名 ）参
加
依
頼

秋
田
高
専

中
学

長
岡

技
術

科
学

大
学

国
際
教
養

大
学

秋
田
県
教
育

委
員
会

秋
田

高
専

産
学

協
力

会
日

本
工

学
教

育
協

会

高
専
寮
の
活
用

ネ
イ
テ
ィ
ブ
講

師
派

遣

講
師
派
遣

ノ
ウ
ハ
ウ
の

協
力

（
国
際
教
養

大
学
か
ら
も

協
力
を
仰
ぐ
）

広
報
協
力

T
O
E
IC

６
０
０
点

基
礎
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
4
0
名
/
学
年
）

E
n
g
.
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
1
6
名
/
学
年
）

グ
ロ

ー
バ

ル
エ

ン
ジ

ニ
ア

育
成

事
業

評
価

3
8

N
o.
40

卒
業

予
定

数
(女

）

求
人

数
(県

内
）

就
職

内
定

者
数

(女
）

県
外

内
定

数 （
女

）

県
内

内
定

数 （
女

）

求
人

倍
率

進
学

者
数

（
女

）

大
学

内
定

数 （
女

）

専
攻

科
内

定
数

（
女

）

進
路

未
定

（
女

）

機
械

工
学

科
3
6
（
0
）

5
4
7

（
3
2
）

2
6

（
2
）

2
2

（
0
）

4
（
0
）

2
1
.0

9
（
0
）

4
（
0
）

5
（
0
）

1
（
0
）

電
気

情
報

工
学
科

3
6

(7
)

6
4
8

（
3
4
）

2
0

（
4
）

2
0

（
4
）

0
（
0
）

3
0
.9

1
5

（
2
）

7
（
1
）

8
（
1
）

1 (0
)

物
質

工
学

科
3
9

(1
3
)

2
2
2

（
1
8
）

2
5

（
1
0
）

2
2

（
9
）

3
（
1
）

8
.9

1
4

（
3
）

1
1

（
2
）

3
（
1
）

0

環
境
都
市

工
学
科

3
7

(8
)

3
3
2

（
3
2
）

2
7

（
5
）

2
3

（
4
）

4
（
1
）

1
1
.4

8
（
2
）

4
（
1
）

3
（
1
）

2 (1
)

合
計

1
4
8

（
2
8
）

1
7
4
9

（
1
1
6
）

1
0
9

（
1
9
）

8
7

（
1
7
）

1
1

（
2
）

1
7
.3

4
5

（
7
）

2
6

（
4
）

1
9

（
3
）

4
（
2
）

本
年

度
の

進
路

状
況

H
2
9
.
1
0
.
3
1

4
0
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N
o.
41

進
路

状
況

の
推

移

本
科

進
路

状
況

ほ
ぼ

1
0
0
％

の
進

路
決

定
率

一
層

の
進

学
率

向
上

を
図

り
た

い

4
1

N
o.
43

こ
れ

ま
で
の

主
な
進

学
先

本
科

生

北
海

道
大

学
，
室

蘭
工

業
大

学
，
弘

前
大

学
，
岩

手
大

学
，
東

北
大

学
，

秋
田

大
学

，
秋

田
県

立
大

学
，
山

形
大

学
，
福

島
大

学
，
筑

波
大

学
，

宇
都

宮
大

学
，
千

葉
大

学
，
東

京
農

工
大

学
，
電

気
通

信
大

学
，
新

潟
大

学
，
長

岡
技

術
科

学
大

学
，
富

山
大

学
，
金

沢
大

学
，
信

州
大

学
，

豊
橋

技
術

科
学

大
学

，
名

古
屋

大
学

，
岡

山
大

学
，
早

稲
田

大
学

秋
田

高
専

専
攻

科

就
職

希
望

が
7
0
％

進
学

希
望

が
3
0
％
（
H
2
9
年

3
月

本
科

卒
業

生
）

進
路

関
係

4
3

N
o.
42

主
な
就

職
先

秋
田

銀
行

，
ア
ル

フ
レ
ッ
サ

フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル

，
秋

田
県

，
秋

田
県

工
業

技
術

セ
ン
タ
ー
，
秋

田
市

，
由

利
本

荘
市

就
職

希
望

が
7
0
％

進
学

希
望

が
3
0
％
（
H
2
9
年

3
月

本
科

卒
業

生
）

本
科

生

Ｊ
Ｒ
北

海
道

，
J
R
東

日
本

，
J
R
東

海
，
新

日
鉄

住
金

，
本

田
技

研
工

業
，

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル

，
富

士
重

工
，
東

北
電

力
，
東

京
電

力
，
サ

ン
ト
リ
ー
，

フ
ァ
ナ
ッ
ク
，
T
D
K
，
J
X
エ
ネ
ル

ギ
ー
，
東

燃
ゼ
ネ
ラ
ル

石
油

，
資

生
堂

，
テ
バ

製
薬

，
日

本
ゼ
オ
ン
，
三

菱
電

機
ビ
ル

テ
ク
ノ
，
東

邦
化

学
工

業
，

小
松

製
作

所
，
昭

和
電

工
，
関

東
化

学
，
三

井
化

学
，
宇

部
興

産
，

五
洋

建
設

，
水

ｉｎ
ｇ
，
日

本
源

燃
，
鴻

池
組

進
路

関
係

4
2

平
成

29
年
度

秋
田
工
業
高
等
専
門
学
校
運
営
協
議
会

Ⅲ
専
攻
科
に
関
す
る
事
項

専
攻
科
長

桜
田
良
治

秋
田
工
業
高
等
専
門
学
校
専
攻
科

4
4

資
料
４
－
３
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専
攻

科
の

教
育

体
系

•
平
成
6年

設
置

•
生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

（
機
械
系
と
電
気
・
電
子
・
情
報
系
の
融
合
）

8人
•

環
境
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

（
物
質
・
生
物
系
と
土
木
・
建
築
系
の
融
合
）

8人

秋
田
工
業
高
等
専

門
学

校
専

攻
科

4
5

専
攻
科

（
学
士
課
程
）

5年
間

の
本

科
(準

学
士

課
程
)の

教
育

研
究

を
基

礎
と

し
て

，
よ

り
深

く
専

門
知

識
の

習
得

と
他

の
専

門
領
域
と
の
複
合
教
育

専
攻

科
を

修
了

し
，

所
定

の
条

件
を
満

足
す
る
と
得
ら
れ
る
資
格

学
士

（
工
学
）

・
大

学
卒
業
で
得
ら
れ
る
学
士
と

同
等

・
学

士
の
取
得
に
よ
り
，
大
学
院

へ
の
進
学
資
格
が
得
ら
れ
る

専
攻
科

本 科

入
試

の
状

況

1.
5年

間
の

入
試

の
状

況
(H

26
-H

30
)

定
員

16
名

(生
産

シ
ス

テ
ム

8名
，
環
境
シ
ス
テ
ム

8名
)  

高
等

専
門

学
校

評
価

基
準

(機
関
別
認
証
評
価

H
29

.1
)

準
学

士
課

程
の

学
生

の
受

入
れ

大
幅

に
超
過
，
又
は
不
足
し
て
い
な
い
か
。

2.
学

力
試

験
の

受
験

科
目

平
成

30
年
度
入
試
よ
り
実
施

TO
EI

C
ス
コ
ア
ー
に
よ
る
英
語
受
験
の
免
除

専
門

教
科

受
験

科
目

数
3科

目
選

択
/1

2科
目

(各
専

攻
)

秋
田
工
業
高
等
専

門
学

校
専

攻
科

4
7

専
攻

/入
学

年
度

H
26

H
27

H
28

H
29

H
30

生
産

シ
ス
テ
ム
工

学
専

攻
2.

25
2.

88
2.

13
2.

00
2.

75
環
境

シ
ス
テ
ム
工

学
専

攻
1.

75
0.

63
1.

50
1.

25
1.

13
全

体
2.

00
1.

75
1.

81
1.

63
1.

94

教
育

の
特

長

1.
複

合
教

育
自
身
の
専
門

分
野

以
外

の
専

門
領

域
の

知
識

と
技

術
の

習
得

。
生
産
シ
ス

テ
ム

特
別

実
験

，
環

境
シ

ス
テ

ム
特

別
実

験
2.

一
貫

教
育

学
士
＝
本

科
4,

 5
年

＋
専

攻
科

1,
 2
年

一
貫
教
育
＝

本
科

か
ら

連
続

し
た

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
3.

少
人

数
教

育
数
人
～

20
人

程
度

/ク
ラ

ス
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ

プ
,  
海

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
基
礎
研
究

/ 卒
業

研
究

/ 特
別

研
究

4.
実

践
的

教
育

基
礎
知
識
と

理
論

に
基

づ
い

た
，

応
用

課
題

へ
の

取
り

組
み

。
創
造
工
学

演
習

秋
田
工
業
高
等
専
門
学
校
専
攻
科

4
6

学
士

(工
学

)取
得

，
進

路
の

状
況

1.
学

士
(工

学
)の

取
得

，
進

学
，

就
職

の
状

況
(H

25
-H

29
)

秋
田
工
業
高
等
専
門
学
校
専
攻
科

4
8

専
攻

項
目

/卒
業

見
込

年
度

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

(1
1/

30
)

生
産

シ
ス

テ
ム

工
学

専
攻

学
士

取
得

率
, 

%
 

10
0

10
0

10
0

10
0

進
学

率
,%

12
38

56
40

8
就

職
率

, 
%

88
62

44
60

85
県

内
就

職
率

, 
%

7
0

0
44

27
環

境
シ

ス
テ

ム
工

学
専

攻

学
士

取
得

率
, 

%
 

10
0

10
0

10
0

10
0

進
学

率
, 

%
0

36
20

67
50

就
職

率
, 

%
10

0
64

80
33

50
県

内
就

職
率

, 
%

25
14

13
0

50
合

計
学

士
取

得
率

, 
%

 
10

0
10

0
10

0
10

0
進

学
率

, 
%

8
38

37
44

18
就

職
率

, 
%

92
62

63
56

76
県

内
就

職
率

, 
%

13
7

8
40

31
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秋
田
工
業
高
等
専

門
学

校
専

攻
科

4
9

2.
大

学
院

進
学

先
／

就
職

先
(H

25
-H

29
)

(1
)
生

産
シ
ス
テ
ム
工

学
専

攻
(H

29
年

度
大

学
院

進
学

予
定

先
/就

職
内

定
先

:赤
)

専
攻

進
路

進
学

先
/就

職
先

生
産

シ
ス
テ

ム
工
学
専
攻

大
学
院

進
学

秋
田
大
院
，
東
北
大
学

院
，
豊
橋
技
科
大
院
，
長
岡
技
科
大
院
，
北
陸
先

端
科
技
大
院

就
職

秋
田
エ
プ
ソ
ン
，
秋
田
高

専
，
朝
日
イ
ン
テ
ッ
ク
，
い
す
ゞ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
，
Ｎ
Ｅ
Ｃ
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
，
N
O
K，

N
TT

‐M
E，

男
鹿
市
役
所
，
オ
ー
ク

マ
，
学
習
塾
秋
田
キ
ャ
ン
パ
ス
２
１
，
コ
ス
モ
リ
サ
ー
チ
，
小
林
工
業
，
五
洋

電
子

，
サ
ン
ト
リ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ツ
，
シ
ー
ケ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
，
JX
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
，
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
，
ス
ズ
キ
部
品
秋
田
，
ス
タ
ン
レ
ー
電
気
，

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
，
太

陽
日
産
，
大
陽
日
酸
，
タ
マ
デ
ィ
ッ
ク
，
DM

G
森
精

機
，
東
北
エ
プ
ソ
ン
，
東
芝
プ
ラ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
，
東
洋
水
産
，
ナ
カ
ヨ
通
信

機
，
日
産
テ
ク
ノ
，
日
鉄
住
金
環
境
，
日

鉄
住

金
ﾃ
ｯ
ｸ
ｽ
ｴ
ﾝ
ｼ
ﾞ，
日
本
新
金

属
，
東
杜
シ
ー
テ
ッ
ク
，
日
立
ア
ド
バ
ン
ス
ト
デ
ジ
タ
ル
，
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
，

富
士
電
機
，
扶
桑
精
工
，
北
海
道
電
力
，
三
菱
電
機
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
，

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
テ
ク
ノ

外
部

機
関

に
よ

る
評

価
（

１
）

1.
機

関
別

認
証

評
価

平
成
27
年
3月

審
査

結
果

：
評

価
基
準
を
満
足

2.
   

JA
B

E
E
審

査

平
成
27
年
3月

審
査

結
果

：
評

価
基
準
を
満
足

3.
認

定
専

攻
科

に
お

け
る

教
育

の
実

施
状

況
の

審
査

短
期

大
学

及
び

高
等

専
門

学
校

の
専
攻
科
の
認
定
に
関
す
る
規
則

(H
16
規

則
第
19
号

）

平
成
23
年
5月

審
査

結
果

：
適

秋
田
工
業
高
等
専

門
学

校
専

攻
科

5
1

秋
田
工
業
高
等
専
門
学
校
専
攻
科

5
0

専
攻

進
路

進
学

先
/就

職
先

環
境

シ
ス
テ

ム
工
学
専
攻

大
学

院
進
学

秋
田
大
院
，
千

葉
大

院
，
東
北
大
院
，
東
京
電
機
大
院
，
豊
橋
技
科
大
院
，

北
陸
先
端
科
技
大
院
，
北
海
道
大
院
，
山
形
大
院

就
職

秋
田
県
建
設
・
工
業
技
術
セ
ン
タ
－
，
秋
田
県
林
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
，
旭

化
成
，
遠
藤
設
計
事
務
所
，
近
代
設
計
，
ク
ラ
レ
，
鴻
池
組
，
五
洋
建
設

，
三

光
不

動
産

，
森

林
テ
ク
ニ
ク
ス
，
JX
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
，
Ｊ
Ｐ
ハ

イ
テ
ッ
ク
，

TD
K，

DI
C，

DI
Cグ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
，
ニ
プ
ロ
フ
ァ
ー
マ
（
大
館
工
場
）
，
日
本

触
媒
，
日
本
バ
イ
リ
ー
ン
，
パ
シ
コ
ン
技
術
管
理
，
三
井
造
船
鉄
構
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
，
宮
地
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
，
森
永
乳
業
，
り
ん
か
い
日
産
建

設

2.
大

学
院

進
学

先
／

就
職

先
(H

25
-H

29
)

(2
) 環

境
シ
ス
テ
ム
工

学
専

攻
(H

29
年

度
大

学
院

進
学

予
定

先
/就

職
内

定
先

:赤
)

秋
田
工
業
高
等
専
門
学
校
専
攻
科

5
2

4.
専

攻
科

の
学

士
の

学
位

の
授

与
に

関
わ

る
特

例
適

用
認

定
審

査

学
位
規
則
第

6条
1項

に
よ

る
学

士
の

学
位

の
授

与
に

関
わ

る
特

例
に

関

す
る
規
則

(H
26
規

則
第

1号
）

平
成

26
年

5月
審

査
結

果
：

適
用

認
定

5.
  平

成
30

年
度

特
例

適
用

専
攻

科
に

お
け

る
教

育
の

実
施

状
況

等
の

審
査

認
定
専
攻
科

7年
毎

特
例
適
用
認

定
5年

毎

6.
  平

成
29

年
度

秋
田

工
業

高
等

専
門

学
校

運
営

協
議

会

特
例

適
用

専
攻

科
5年

毎
H

30
.0

5.
31

   
 

外
部

機
関

に
よ

る
評

価
（

２
）



− 54 −

専
攻

科
の

課
題

1.
受

験
生

の
確

保
と

質
保

証

本
科

生
へ

の
専

攻
科

進
学

の
進
路
指
導

専
攻

科
へ

の
進

学
と

大
学

へ
の
編
入
学
，
及
び
就
職
先

進
学

の
選

択
肢

，
研

究
の

継
続
性
，
学
費

2.
国

際
性

の
強

化

国
際

性
を

身
に

付
け

た
人

材
育
成

国
際

交
流

提
携

校
数

の
拡

大

3.
専

攻
科

の
再

編

1専
攻

複
数

コ
ー

ス
制

の
導

入

4.
特

例
適

用
認

定
の

維
持

全
学

的
研

究
環

境
の

充
実

秋
田
工
業
高
等
専

門
学

校
専

攻
科

5
3

平
成

29
年

度
秋

田
工

業
高
等
専
門
学
校
運
営
協
議
会

Ⅳ
学

生
指

導
に
関

す
る
事

項

学
生
主
事

佐
藤
恒
之

（
4月

配
布

「
学

校
だ
よ
り
」
表

紙
H2

8年
度
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子

全
国
大
会
出
場
）

資
料
４
－
４

5
5

秋
田
工
業
高
等
専
門
学
校
専
攻
科

5
4

共
同
教
育
課
程

(
高
専
と
大
学
の
特

色
を
融
合
)

本
科

修
了
後

の

20
歳

か
ら

の
進

学

課
程
1年

課
程
2年

就
職
・
進
学

高
専
本
科

大
学

学
部専
攻

科
就
職

・
進
学

学 位 授 与

○
深

化
す

る
専

門
分

野
，

他
分

野
と

の
融

合
，

複
合

的
研

究
，

高
度

化
・

複
雑

化
す

る
知

財
分

野
等

，
高

専
単

独
で

は
対

応
が

困
難

な
分

野
を

中
心

に
，

技
術

科
学

大
学

や
地

域
の

理
工

系
の

大
学

等
と

の
共

同
教

育
課

程
設

置
。

○
高

等
専

門
学

校
設

置
基

準
を

改
正

す
る

と
と

も
に

，
共

同
教

育
課

程
に

必
要

な
経

費
を

支
援

。

高
等

専
門

学
校

と
大

学
の

共
同

教
育

課
程

の
構

築
支

援
【

新
規

】

１
．
学

生
指

導
の

体
制

－
本
科
学
生
及
び
専
攻
科
学
生
の
厚
生
補
導
の
た
め
の
委
員
会
組
織
等

－

学
生
委
員
会

(学
生
ス
タ
ッ
フ
＋
学
生
委
員
)

奨
学
金
、
授
業
料
免
除
、
賞
罰
規
則
、
通
学
指
導
等

ク
ラ
ブ
等
指
導
教
員
会
議

(学
生
ス
タ
ッ
フ
）

ク
ラ
ブ
活
動
指
導
教
員
配
置

い
じ
め
防
止
・
対
応
委
員
会

(学
生
主
事
（
副
委
員
長
）
、
副
学
生
主
事
）

い
じ
め
防
止
基
本
方
針

防
止

対
策

学
生
相
談
室

(副
学
生
主
事
（
室
長
）
）

学
生
の
不
安
悩
み
相
談
、
勉
強
の
支
援

学
生
会
指
導

（
学
生
ス
タ
ッ
フ
＋
学
生
会
役
員
）

高
専
祭
、
合
同
会
議
の
開
催

学
生

ス
タ
ッ
フ

－
学

生
主

事
副

学
生

主
事

学
生

主
事

補
（
2名

）
学

生
支

援
係

高
専
体
育
大
会

交
通
安
全
教
室
の
開
催

各
種
啓
発
講
演
会

な
ど

5
6
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２
．
事

故
防

止
へ

の
取

り
組

み

（
１
）
校
内
に
お
け
る
授
業
中
の
ケ
ガ
(捻

挫
な
ど
）

（
２
）
ク
ラ
ブ
活
動
中
（
大
会
中
）
の
ケ
ガ
な
ど

（
３
）
登

下
校

時
に
お
け
る
自

転
車

交
通

事
故

（
自

損
、
衝

突
事

故
な
ど
）

（
４
）
そ
の
他
休
日
中
の
事
故
（
バ
イ
ク
事
故
）
な
ど

（
１
）
授

業
中

（
２
）
ク
ラ
ブ
活

動
（
３
）
登

下
校

（
４
）
そ
の

他
小

計

平
成
28

年
度

8
26

6
0

40
平
成
29

年
度

4
14

9
2

29
計

12
40

15
2

69

表
１

平
成
28

お
よ
び
29

年
度

事
故

届
件

数 （
平

成
29

年
度
は
12

月
1日

現
在
）

不
注
意
な
ど
に
よ
る
自
損
（
ケ
ガ
）
が
大
半
、

自
殺

者
、
い
じ
め
が

原
因

な
ど
の

大
き
な
犯

罪
事

故
の

報
告

は
な
い

5
7

通
学

指
導

（
そ
の

１
）

前
期

通
学
指
導
分
担
表
（
学
生
委
員
会
委
員
数
16

名
）

5
9

２
．
１

具
体

的
な
事

故
防

止
取

り
組

み
例

学
校

の
取

組
•
全

自
転

車
通

学
生

へ
の

個
人

賠
償

責
任

保
険

加
入

の
義

務
付

け
（
H2

9年
度

開
始

）

•
通

学
指

導
の

強
化

（
登

下
校

時
の

通
学

指
導

）

•
学

校
近

隣
住

民
と
の

会
話

促
進

通
学
自
転
車
用

ス
テ
ッ
カ
ー
(H
29

年
度
用
）

5
8

通
学

指
導

（
そ
の

２
）

高
専
近
隣
の
通
学
状
況
調
査
、
下
校
指
導

6
0
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２
．
２

具
体

的
な
事

故
防

止
取
り
組
み
例

秋
田
県
、
秋
田
市
、
JR
東
日
本
、
秋
田
臨
港
警
察
署
、

飯
島
地
区
町
内
会
等
と
の
協
力
促
進

•
「
秋
田
工
業
高
等
専
門
学
校
警
察
連

絡
制
度
」

に
関

す
る
協

定
の

締
結

（
H2

8年
度

）

•
地

域
自

転
車

安
全

利
用

モ
デ
ル

校
指

定
（H

29
年

度
）

•
定

期
的

な
交

通
安

全
教

室
の

実
施

•
秋
田
臨
港
地
区
少
年
保
護
育
成
委
員
会
と
の
懇
談
会

指
定

校
認

定
式

の
様

子

交
通

安
全

教
室

の
実

施

6
1

３
．
２

学
生
の
心
身
健
康

調
査

□
「
こ
こ
ろ
と
体

の
健

康
調

査
（
年

２
回

、
7月

と
10

月
）
」
、
お
よ
び

「
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査

」
（
年
1回

、
10

月
）
の

実
施

に
よ
る

学
生

の
心

身
健

康
状

態
の

把
握

と
対

応
「
こ
こ
ろ
と
体
の
健
康
調
査
」

第
1回

（
7月

実
施

）
調

査
数
80

0名
、
回

答
者

数
75

6名
「
こ
こ
ろ
と
体
の
健
康
調
査
」

第
2回

（
10

月
実

施
）
調

査
数
79

2名
、
回

答
者

数
69

6名
調
査
内
容

→
希
死
念
慮
判
定

→
配

慮
レ
ベ
ル

→
面

談
要

否
判

定
→

面
談
実
施
（
専
門
医
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
相

談
員

）

「
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
（
10

月
実

施
）
回

答
者

数
75

1名
点
検
項
目
－
い
じ
め
防
止
推
進
法

の
項

目
に
準

拠
し
て
設

定

｛
い
じ
め
を
見

た
（
し
た
）
こ
と
が

あ
る
｝
、
｛
軽

く
た
た
か

れ
た
り
足

を
蹴

ら
れ

た
こ
と
が

あ
る
｝
｛S
N
Sい

や
が
ら
せ
｝
な
ど

学
生
主
事
、
副
学
生
主
事
（
学
生

相
談

室
長

）
に
よ
る
学

生
面

談
→

学
級
担
任
、
ク
ラ
ブ
指
導
教
員
へ
の

事
実

確
認

お
よ
び
指

導
→
学

生
本

人
再

面
談

6
3

３
．
学
生

の
健

康
維

持
－

学
生

相
談

室
－

３
．
１

学
生

相
談

室
の

対
応

体
制

の
見

直
し

室
長

に
副

学
生

主
事

を
充

て
、

学
生

に
寄

り
添

う
体

制
を
強

化

（
H2

9年
度

組
織

改
正

）

TA
（
Te
ac
hi
ng

 A
ss
ist
an
t）
お
よ
び

SA
（
st
ud

en
t a

ss
ist
an
t）
の

導
入

に
よ
る
学
生
同
士
の
勉
学
の

悩
み

解
消

制
度

平
成
29

年
度

前
期

学
生
相
談
室
案
内

6
2

４
．
「
秋
田

工
業

高
等

専
門

学
校

い
じ
め
防

止
基

本
方

針
」
の

制
定

秋
田

工
業

高
等

専
門

学
校

い
じ
め
防

止
基

本
方

針
抜
粋
(H
29

.1
2.
6一

部
改
正
）

（
秋
田
工
業
高
等

専
門
学
校
H
Pに

公
表
）

6
4
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４
．
１

い
じ
め
防
止
・
対
応
委
員
会

•
「
秋
田
工
業
高
等
専
門
学
校
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」

に
基
づ
く

「
秋
田
工
業
高
等
専
門
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
対
応
要
領
」

の

制
定
、
お
よ
び

「
い
じ
め
防
止
・
対
応
委
員
会
」
（
旧

い
じ
め
防

止
対

策
委

員
会

）
の

設
置

委
員
会
の
組
織

（
１
）
校

長
、
（
２
）
副

校
長

（
教

育
担

当
）
、
（
３
）副

校
長

（
総

務
担

当
）
、
（
４
）
校

長
補

佐
（
学

生
主

事
）
、

（
５
）
校

長
補

佐
（
寮

務
主

事
）
、
（
６
）
校

長
補

佐
（
専

攻
科

長
）
、
（
７
）
学

生
相

談
室

長
、

（
８
）
事

務
部

長
、
（
９
）
総

務
課

長
、
（
１
０
）
学
生

課
長

、
（
１
１
）
そ
の

他
校

長
が

必
要

と
認

め
た
者

6
5

H2
8年

度
飛

行
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

ユ
ニ
ー
ク
デ
ザ

イ
ン
部
門
全
国
第
１
位

6
7

５
．
ク
ラ
ブ
活

動
状

況
な
ら
び
に
指

導
体

制

５
．
１
ク
ラ
ブ
活

動
の

現
状

体
育
系
、
文
化
系
、
な
ら
び
に
コ
ン
テ
ス
ト
系
ク
ラ
ブ
総
数
は
合
計
34

団
体
。

表
２

H2
8,
29

年
度

高
専
体
育
大
会
東
北
大
会
優
勝
な
ら
び
に
コ
ン
テ
ス
ト
系
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
出
場
個
人
団
体

H2
8年

度
飛

行
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

ユ
ニ
ー
ク
デ
ザ

イ
ン
部

門
全

国
第

１
位

H2
9年

度
〃

飛
行

競
技

（
一

般
部

門
）
全

国
第

２
位

H2
9 年

度
全

国
高

専
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
ッ
シ
ョ
ン
20

17
創

造
デ
ザ

イ
ン
部

門

全
国

最
優

秀
賞

（
文

部
科

学
大

臣
賞

）

団
体

個
人

コ
ン
テ
ス
ト

平
成
28

年
度

（
秋
田
主
管
校
）

4（
ラ
グ
ビ
ー
、
女
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
柔

道
）

16
（
女
子
剣
道
、
水
泳
、
陸
上

競
技
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
、
テ

ニ
ス
、
柔
道
、
卓
球
女
子
）

2（
飛
行
ロ
ボ
ッ
ト
、

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ぺ
テ
ィ
シ
ョ
ン
）

平
成
29

年
度

（
分
散
開
催
）

2（
ラ
グ
ビ
ー
、
サ
ッ
カ
ー
）

10
（
男

子
剣

道
、
女

子
テ
ニ
ス
、

水
泳
、
陸
上
競
技
）

3（
ロ
ボ
ッ
ト
、
飛
行
ロ
ボ
ッ
ト
、

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ぺ
テ
ィ
シ
ョ
ン
） 6
6

６
．
学

生
の

表
彰

お
よ
び
処

罰
状

況

６
．
１
表

彰
規

則
の

改
正

（
H2

8年
度

）
と
表

彰
者

数
（
H2

8年
度

）

・
秋

田
高

専
賞

2名
（
卒
業
生
、
卓
越
し
た
成
績
優
秀
者
に
与
え
ら
れ
る
卓
越
学
生
授
業
料
免
除
者
）

・
学

年
優

秀
賞
20

名
（
学

年
末

総
合

成
績

が
ク
ラ
ス
上

位
1番

の
者
、
懲
戒
処
分
が
な
か
っ
た
者
）

・
功

績
賞

26
名

（
学
生
会
会
長
、
寮
生
会
会
長
、
学
術
的
な
活
動
に
よ
り
本
校
の

名
誉

を
高

め
た
者

、
学

会
な
ど
学

外
団

体
の

表
彰

者
、

特
に
顕

著
な
成

績
を
収

め
た
者

に
つ
い
て
は

「
後

援
会

会
長

賞
」
、

「
産

学
協

力
会

会
長

賞
」
の

表
彰

者
と
し
て
推

薦
）

・
奨

励
賞

10
名

（
団

体
活

動
な
ど
で
自

己
研

鑚
に
つ
と
め
優

秀
な
成

績
を
上

げ
た
者

）

・
皆

勤
賞

15
名

（
在

学
期

間
中

、
欠

席
日

数
、
欠

課
時

数
の

無
い
者

）

6
8
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（
4月

配
布
「
学
校
だ
よ
り
」
）
よ
り
抜
粋

平
成
28

年
度

卒
業

生
・
修

了
生

受
賞

者
一
覧

平
成
28

年
度

卒
業

生
・
修
了
生
受
賞
者
一
覧

6
9

平
成

２
９
年

度
秋

田
工

業
高
等
専
門
学
校
運
営
協
議
会

Ⅴ
寮
の
運
営
に
関
す
る
事
項

寮
務

主
事

石
塚

政
吾

資
料
４
－
５

7
1

６
．
２

学
生

の
処

分
状

況

表
３

平
成
28

お
よ
び
29

年
度

懲
戒
処
分
学
生
数

□
「
秋

田
工

業
高

等
専

門
学

校
懲

戒
に
関

す
る
申

し
合

わ
せ

」
の

一
部

改
正

（
H2

8年
度
よ
り
実
施
）

な
ん
ら
か

の
違

反
行

為
に
よ
り
懲

戒
の

処
分

（
退

学
、
停

学
、
説

諭
）
を
う
け
た
者

は
、

2回
目

の
懲

戒
の

処
分

を
受

け
た
場

合
、
す
べ

て
無

期
停

学
と
す
る
。

処
分

を
受

け
た
学

生
処

分
理

由

平
成
28

年
度

6
寮
規
則
違
反

平
成
29

年
度

7
試
験
時
不
正
行
為
、

つ
き
ま
と
い
行
為

（
平
成
29

年
度
は
12

月
1日

現
在
）

7
0

寮
の

運
営

方
針

教
育

学
生
寮
は
、
学
生
の
修
学
及
び
規
律
あ
る
共
同
生
活
の
場
と
し
て
の
教

育
並
び
に
厚
生
の
施
設
と
す
る
。
（
寄
宿
舎
規
則
第
２
条
）

修
学

寮
生
で
あ
る
前
に
学
生
で
あ
る
。

規
則
正
し
い
生
活
に
基
づ
く
学
業
成
就
こ
そ
が
本
務
。

集
団
生
活
を
通
じ
て
の
人
間
形
成
を
図
る
た
め
の
教
育

の
場
。
（
学
生
便
覧
）

厚
生

安
全
管
理
と
食
事
の
提
供
。

行
事
を
通
じ
て
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
。

7
2
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寮
の

運
営

体
制

寮
務
ス
タ
ッ
フ

寮
務
委
員
会

寮
生
会

寮
生
の
自
治
と
協
和
に
よ
り
人
間
形
成
を
助
長
し
、

寮
生
活
の
充
実
、
向
上
を
は
か
る
。

１
１
名
の
役
員
を
中
心
に
活
動
。

寮
務
主
事

副
寮
務
主
事

寮
務
主
事
補

寮
務
係

寮
務
ス
タ
ッ
フ

＋
寮
務
委
員

調
査

・
協

議

指 導

7
3

入
寮

状
況

平
成

２
７
年

度
平

成
２
８
年

度
平

成
２
９
年

度

本 科

１
年

３
２
（
８
）

３
０
（
５
）

２
９
（
４
）

２
年

４
１
（
７
）

３
１
（
８
）

２
７
（
４
）

３
年

２
０
（
３
）

３
９
（
６
）

３
０
（
７
）

４
年

２
６
（
３
）

１
７
（
２
）

３
５
（
５
）

５
年

２
２
（
５
）

２
４
（
２
）

１
４
（
２
）

専 攻 科

１
年

４
（
０
）

０
（
０
）

７
（
０
）

２
年

２
（
０
）

４
（
０
）

０
（
０
）

留
学
生

１
０
（
３
）

９
（
２
）

９
（
３
）

計
１
５
７
（
２
９
）

１
５
４
（
２
５
）

１
５
１
（
２
５
）

過
去
３
年

(4
/1
現
在

)

（
）
は
内
数
で
女
子

他
に
短

期
留

学
生

が
毎

年
３
～

６
名

程
度

滞
在

7
5

寮
務

の
主

な
活

動

避
難

訓
練

面
談

旬
間

開
閉

寮
式

居
室

点
検

保
護

者
会

共
同

学
習

会

年
６
回

。
講

話
。

気
持

ち
の

切
り
替

え
。

年
２
回
。
緊
急
時
対
応
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
。
手
洗
い

年
２
回
。

寮
生
活
へ
の
対
応
状
況
把
握

年
５
回

。
生

活
状

況
把

握
。

年
１
回

。
（
６
月

）
情
報
交
換
。
青
雲
通
信
。

年
数
回
。

修
学
支
援
。

説
明

会

年
３
回
。

寮
内
見
学
会
。

7
4

寮
生

の
一

日

自
律

的
な
学

校
生

活
で
修

学
を
サ

ポ
ー
ト
。

共
同

生
活

を
通

し
て
の

人
間

形
成

を
め
ざ
す
。

平 日
7:
00

7:
30

7:
40

~
8:
30

11
:5
0

~1
2:
40

17
:5
0

~1
8:
40

17
:0
0

~2
2:
00

21
:0
0

23
:3
0

日 課
起

床
点

呼
朝

食
昼

食
夕

食
学

習
入

浴
点

呼
消

灯

休 日
－

－
7:
40

~
8:
10

*1
0:
00

~1
0:
30

17
:5
0

~1
8:
40

17
:0
0

~2
2:
00

21
:0
0

23
:3
0

日
課

表

* 
休

日
を
除

き
三

食
と
も
食

堂
で
摂

り
ま
す
。
休

日
は

10
:0
0~

10
:3
0の

間
に
昼

食
を
配

布
し
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
体

制

寮
務

事
務

員
宿

直
教

員

青
雲

寮
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ー
安

心
・

安
全

の
2
4
時

間
体

制

7
6
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寮
経

費
一

覧

入
寮

費
寄

宿
料

寮
費

給
食

費
寮

生
会

費
寮

生
会

入
会

金

3,
00

0円
（
入

寮
時

）
70

0/
80

0円
（
月

額
）

10
,6
80

円
（
月

額
）

約
25

,0
00

円
（
月

額
）

5,
00

0円
（
年

額
）

1,
00

0円
（
入

寮
時

）

*1
個

室
が

80
0円

，
二

人
部

屋
が

70
0円

で
す
。

*2
  光

熱
水
費
，
冬
季
暖
房
費
，
雑
費
，
特
別
献
立
費
等
に
充

て
ら
れ
ま
す
。
な
お
，
寮
費
は
電
気
や
重
油
な
ど
情
勢
に
よ
る
価
格
変
動
が
あ
り
，
場

合
に
よ
っ
て
追
加
徴
収
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

在
寮

確
認

（
点

呼
シ

ス
テ

ム
）

毎
日
２
回
。

健
康
管
理
。

7
7

1
0
月

な
べ

っ
こ

遠
足

1
月

ス
ポ

ー
ツ

大
会

１
月

予
餞

会

主
な

年
間

行
事

－
寮
生

会
が

企
画

・
運

営

7
9

4
月

新
入

生
歓

迎
会

5
月

早
朝

サ
ッ

カ
ー

6
月

寮
祭

主
な

年
間

行
事

－
寮
生

会
が

企
画

・
運

営

7
8

平
成

29
年

度
秋

田
工

業
高

等
専

門
学

校
運

営
協

議
会

Ⅵ
．
研
究
・
社
会
連
携
に
関
す
る
事
項

副
校

長
(研

究
担

当
)

宮
脇

和
人

8
0

資
料
４
－
６
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地
域
共
同
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

地
域
共
同
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
が
窓
口
と
な
り
、
秋
田
高
専
産
学
協
力
会
員

を
は

じ
め
と
し
た
地

域
企

業
や

県
庁

、
近

隣
大

学
等

の
学

術
機

関
と
連

携
。

秋
田
工
業
高
等

専
門

学
校

地
域
共
同
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

地
域

共
同

テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
運

営
員

会

教
職

員
、
学

生

大
学

長
岡

技
科

大
秋

田
大

学

県
産

業
技

術
セ
ン
タ
ー

地
域
企
業

産
学
協
力

会

連 携
連 携

連 携

8
1

活
動

状
況

２

（
４
）
知
的
財
産
関
連
の
活
動

知
的
財
産
権
セ
ミ
ナ
ー
特
別
講
演
会
（
12

月
6日

）

対
象
：
本
科
5 年

生
、
教
職
員
、
産
学
協
力
会
会
員
企
業
等

（
５
）
企
業
訪
問
を
推
進
し
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

県
内
企
業
を
訪
問
。

（
６
）
産
学
連
携
に
つ
い
て
の
取
組
計
画

①
秋
田
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
の
共
同
研
究
を
実
施
。

②
秋
田
産
学
官
共
同
研
究
拠
点
セ
ン
タ
ー
事
業
運
営
委
員
会

に
参
加
し
、
地
域
連
携
の
推
進
。

（
７
）
秋
田
産
学
官
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
20
17

（
11

月
27

日
）

8
3

活
動

状
況

１

（
１
）
企
画
行
事
の

継
続

的
開

催
を
実

施

①
平
成
2
9
年

度
最

先
端

技
術

講
演

会
（
6
月

7
日

）

②
科
学
研
究

費
助

成
事

業
講

習
会

は
、
（
9
月

1
1
日

、
1
2
日

、
1
4
日

）

③
外
部
資
金

獲
得

ガ
イ
ド
説

明
会

、
個

別
相

談
会

（
9
月

1
1
日

）

④
第
1
8
回

技
術

研
究

会
（
9
月

1
7
日

）

（
２
）
県
内
外
の
連

携
事

業
に
参

画

①
第
1
ブ
ロ
ッ
ク
高

等
専

門
学

校
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
長

等
会

議
（
1
1
月

7
日

）

②
秋
田
産
学

官
共

同
研

究
拠

点
セ
ン
タ
ー
新

技
術

説
明

会

（
1
1
月
1
4
日

東
京

J
S
T
ホ
ー
ル

）

（
３
）
地
域
共
同
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
報

1
5
号

を
発

刊
。
(1
1
月

)

8
2

秋
田
高
専
産
学
協
力
会
の
取
り
組
み

•
地

元
企

業
と
高

専
と
の

交
流

の
パ

イ
プ
を
も
っ
と
太

く
す
る
こ
と
を

目
的

に
設

立

•
秋

田
県

内
企

業
81

社
(平

成
29

年
9月

現
在
)

会
長

菅
原

雅
史
(イ

ン
ス
ペ
ッ
ク
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
）

年
間
12

社
の

増
加

（
平

成
28

年
11

月
～
平
成
29

年
9月

）

中
央
地
区
、
県
北
、
県
南
で
の
総
会
・
研
修
会
を
開
催

１
．
定
期
総
会

平
成
２
９
年
５
月
３
１
日

（
秋
田
市
）

２
．
地
区
講
演
会
平
成
２
９
年
９
月
４
日

(大
館
市
)

工
場
見
学
会

株
式
会
社

小
滝
電
機
製
作
所

秋
田
高
専
シ
ー
ズ
紹
介

2件
３
．
地
区
講
演
会
平
成
２
９
年
１
２
月
１
２
日

（
由
利
本
荘
市
）

工
場
見
学
会

由
利
工
業

株
式
会
社

秋
田
高
専
シ
ー
ズ
紹
介

2件

8
4
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ユ
ニ
ッ
ト
研

究
室

に
よ
る
共

同
研

究
促

進
事

業

研
究

内
容

「
炭

素
繊
維
複
合
材
の

耐
摩

擦
・
耐
摩
耗
性
能
、

導
電

性
能
、
電
磁
波
吸

収
能

向
上
等
、
新
素
材

の
用

途
市
場
を
飛
躍
的

に
拡
大
す
る
、
素
材
機

能
改

質
処
理
技
術
の
開

発
」

秋
⽥
化
学
⼯
業
㈱

各
種
メ
ッ
キ

ユ
ニ
ッ
ト
研
究
室

（
秋
⽥
⾼
専
）

研
究
代
表
機
関

物
質
・
材
料
研
究
機
構

(N
IM
S)

炭
素
繊
維
製
造
・
CF
RP
製
造

秋
⽥
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー

秋
⽥
県
へ
の
波
及
効
果

新
素
材
の
製
造
産
業
を
活
性
化
さ
せ
る

力 学 系

化
学

系

共
同

・
受

託
研

究
事
例

１

研
究

テ
ー
マ

8
5

下
肢

障
害

者
の

た
め

の
自

転
車

ユ
ニ

ッ
ト

を
用

い
た

筋
電

計
測

に
関

す
る

研
究

秋
田

県
（
あ

き
た

産
学

官
連

携
未

来
創

造
研

究
事

業
）

共
同

・
受

託
研

究
事

例
３

研
究

テ
ー

マ

障
が

い
者

の
方

が
普

段
使

用
し

て
い

る
車

い
す

に
手

軽
に

取
り

付
け

で
き

る
F
E
S
 サ

イ
ク

リ
ン

グ
を

開
発

筋
電

計
測

8
7

次
世

代
半

導
体

基
板

研
磨

シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
研

究
開

発

S
iC
,G
aN

な
ど
の
パ
ワ
ー
半
導
体
向
け
難
加
工
性
材

料
の

高
効

率
C
M
P
技

術
の

創
出

を
目

指
し
，
従

来
の

C
M
P
プ
ロ
セ
ス
に
電

界
制

御
技

術
を
適

用
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
，
良

好
な
研

磨
特

性
が

得
ら
れ

る
新

し
い

加
工
方
法
を
創
出
す
る
．

秋
田

県
産

業
技

術
セ
ン
タ
ー

Ａ
ｋ
ｉｔ
ａ
In
du

st
ria

l T
ec
hn

ol
og
y 
Ce

nt
er

共
同
研

究


ｽ
ﾗ
ﾘ
ｰ
挙

動
観
察
・
研
磨
実
験
装
置
の
設
計
製
作


ス
ラ
リ
ー
運

動
特
性
の
評
価


片

面
研

磨
装
置
に
よ
る
研
磨
特
性
評
価


研

磨
装

置
・
電
界
条
件
の
最
適
化
検
討

共
同
・
受
託
研
究
事
例

２

研
究
テ
ー
マ

秋
田

高
専

秋
田

県
産

業
技

術
セ
ン
タ
ー

8
6

科
研
費
申
請
へ
の
取
り
組
み

010203040506070

平
成
27

年
度

平
成
28

年
度

平
成
29

年
度

平
成
30

年
度

申
請

件
数

基
盤

研
究
(Ａ

)
基
盤
研
究
(Ｂ

)
基
盤
研
究
(Ｃ

)

挑
戦

的
萌

芽
研
究

若
手
研
究
(A
)

若
手
研
究
(B
)

ス
タ
ー
ト
支

援
奨
励
研
究

件

継
続
も
含
む

教
員

申
請

率
は

1
0
0
％

超
技

術
職

員
も
5
0
％

3388

133

5 812

1196 1012

11

64
61

51

40

02040608010
0

12
0

申
請

率

2

2186
1

４

1

6 9

8
8
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科
研
費
申
請
へ

の
取
り
組
み

051015202530

採
択

件
数

新
規

継
続

17
18

24

0
50

00
10

00
0

15
00

0
20

00
0

25
00

0
30

00
0

35
00

0

採
択
金
額

千
円

新
規

採
択

率
は

過
去
3年

間
平

均
21

％
8
9

直
面
す
る
課
題
と
展
望

１
．
専

攻
科

の
特

例
適

用
認

定
を
バ

ネ
に

グ
ル

ー
プ
化

に
よ
り
研

究
業

績
の

増
強

２
．
科

研
費

採
択

率
向

上
基

盤
（
C）

か
ら
（
B）

へ
の

展
開

３
．
各

種
外

部
資

金
へ

の
挑

戦

（
企

業
・
地

方
公

共
団

体
と
の

共
同

、
受

託
研

究
）

9
1

外
部
資
金
の
獲
得
状
況

0

20
00

40
00

60
00

80
00

10
00

0

12
00

0

14
00

0

16
00

0

平
成
27

年
度

平
成
28

年
度

平
成
29

年
度

外
部

資
金

寄
付
金

共
同
研
究

受
託
研
究

千
円

平
成
27

年
度

平
成
28

年
度

平
成
29

年
度

寄
付

金
1,
70
0

5,
05
0

8,
24
4

共
同
研
究

1,
65
0

3,
29
6

1,
50
2

受
託
研
究

2,
67
7

5,
40
8

60
7

合
計

6,
02
7

13
,7
54

10
,3
53

千
円

平
成
29

年
度

11
月
ま
で

6,
02
7

13
,7
54

10
,3
53

科
研
費
以
外

9
0
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